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令
和
元
年
５
月
１
日
に
新
天
皇
が
即
位
さ

れ
 
元
号
が
令
和
へ
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
祝
賀
の
記
帳
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
 
１
１
３
人
に
ご
記
帳
い
た
だ
き
ま

し
た
 

路
見
守
り
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
 
活
動
の
際
 
運
転
者
に
対
し
注
意
喚

起
を
行
う
た
め
に
﹁
の
ぼ
り
﹂
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
べ
く
 
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
 

ま
た
併
せ
て
 
歩
道
等
の
安
全
確
認
作
業
を

県
や
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
上
で

実
施
し
 
危
険
箇
所
の
確
認
と
安
全
対
策
を
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
 

か
ね
て
よ
り
地
元
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
歩
道

設
置
の
要
望
が
あ
c
た
県
道
石
生
奈
義
線
︵
川

戸
橋
か
ら
三
石
田
橋
の
区
間
︶
で
す
が
 
美
作

県
民
局
か
ら
全
線
事
業
化
の
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
 
す
で
に
地
元
住
民
の
了
解
を
得
て
い
ま
す
 

来
年
度
か
ら
用
地
の
買
収
 
一
部
工
事
の
着

手
に
取
り
掛
か
か
り
 
一
刻
も
早
い
歩
道
の
設

置
を
目
指
し
ま
す
 

路
全
体
を
各
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
 
行
政
 
教
育
委

員
会
 
保
護
者
ら
が
連
携
し
 
も
う
一
度
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
 

ま
た
 
災
害
時
と
同
様
 
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
と
い
う
意
識
を
持
c
て
も
ら
う
た
め
の
教

育
を
 
よ
り
低
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
 

子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は
 
地
域
全

体
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
よ
り
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
 
町
で
も
各
関
係
機
関
と

連
携
を
強
め
て
 
安
全
対
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
 昨

年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
関
連
し
て
 
被
災

し
補
助
対
象
と
な
c
た
事
業
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
 

公
共
土
木
災
害
に
つ
い
て
 
補
助
対
象
と

な
c
た
災
害
件
数
は
１３
件
で
す
 
ま
た
 
農
地

の
災
害
は
２０
件
 
農
業
用
施
設
災
害
は
２１
件
 

林
地
災
害
は
１
件
で
 
す
べ
て
の
工
事
発
注
を

終
え
て
い
ま
す
 

梅
雨
の
時
期
を
迎
え
 
一
日
も
早
い
普
及
に

向
け
て
工
事
を
進
め
て
も
ら
う
よ
う
 
業
者
に

は
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
 

県
の
災
害
復
旧
工
事
に
関
し
て
は
 
県
管
理

河
川
の
補
助
対
象
工
事
と
し
て
は
５
件
あ
り
ま

す
が
 
１
件
は
既
に
完
了
し
て
お
り
 
４
件
は

工
事
中
と
な
c
て
い
ま
す
 

河
川
の
浚
渫

し
�
ん
せ
つ

工
事
︵
※
︶
に
つ
い
て
は
 

平
成
３０
年
度
の
補
正
予
算
対
応
分
と
し
て
 
現

改
元
に
あ
た
り

滋
賀
県
大
津
市
で
発
生
し
た
交
通
事
故
を
受

け
て
 
園
児
の
安
全
確
保
の
徹
底
に
つ
い
て
 

健
康
福
祉
部
を
通
し
て
各
園
の
園
長
及
び
保
育

士
に
指
示
し
ま
し
た
 

ま
た
 
小
中
学
生
の
通
学
路
の
安
全
確
保
を

図
る
よ
う
 教
育
委
員
会
に
も
指
示
を
し
ま
し
た
 

全
国
的
に
見
て
も
 
自
動
車
を
運
転
す
る
人

の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
 
安
全
に
運
転
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
注
意
喚
起
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
 

勝
央
町
で
は
 
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
人
に
通
学

交
通
安
全

平
成
３０
年
度
の
主
要
工
事
は
 
昨
年
の
７
月

豪
雨
災
害
に
係
る
復
旧
工
事
を
優
先
し
た
こ
と

も
あ
り
 事
業
の
一
部
が
繰
越
に
な
c
て
い
ま
す
 

町
道
美
野
小
風
呂
線
の
用
地
物
件
の
調
査
に

つ
い
て
は
発
注
済
み
で
す
が
 
作
業
が
や
や
遅

れ
て
い
ま
す
 
ま
た
 
町
道
田
井
線
の
工
事
や

町
道
湯
尻
線
の
地
滑
り
対
策
の
た
め
の
設
計
業

務
 
町
道
吉
政
線
の
工
事
に
つ
い
て
は
 
早
急

に
発
注
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
 
今
年
度

工
事
の
予
定
地
区
に
お
い
て
も
 
早
急
な
発
注

を
心
が
け
 
早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
 

平
成
30
年
度
工
事

旧
Ｊ
Ａ
吉
野
の
店
舗
跡
地
を
活
用
し
た
﹁
ど

ん
ど
ん
市
場
﹂
が
４
月
２０
日
に
オ
ü
プ
ン
し
ま

し
た
 

ど
ん
ど
ん
市
場
は
 
地
域
の
住
民
の
方
が
中

心
と
な
り
立
ち
上
げ
た
﹁
一
般
社
団
法
人
よ
し

の
﹂
が
運
営
を
し
て
お
り
 
食
料
品
・
日
用
品

を
扱
c
た
店
舗
や
給
油
所
の
他
 
店
舗
内
に
は

コ
ミ
å
ニ
テ
£
ü
ス
ペ
ü
ス
﹁
ど
ん
ぐ
り
の
家
﹂

を
設
け
て
い
ま
す
 
地
域
内
外
の
人
が
気
軽
に

小
さ
な
拠
点
事
業

子
ど
も
の
安
全
確
保

災
害
か
ら
の
復
旧

一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
 
そ
れ
ぞ
れ
１
億

６７
万
円
を
追
加
し
 
総
額
を
５８
億
２，

５
６
７

万
円
と
す
る
 
主
な
も
の
は
 
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
や
農
産
園
芸
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
 

水
道
事
業
会
計

資
本
的
支
出
予
算
の
人
件
費
の
う
ち
 
時
間

外
勤
務
手
当
を
給
料
及
び
管
理
職
手
当
に
組
み

換
え
る
も
の
 

下
水
道
事
業
会
計

資
本
的
収
入
 
資
本
的
支
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２，

１
０
０
万
円
を
追
加
し
 
資
本
的
収
入
の
総
額

を
２
億
２，

３
０
８
万
８
千
円
 
資
本
的
支
出

の
総
額
を
５
億
６，

１
９
１
万
２
千
円
と
定
め

る
も
の
で
 
主
な
も
の
は
 
下
町
川
マ
ン
ホ
ü

ル
ポ
ン
プ
の
改
修
費
用
な
ど
 

与
税
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
 
適
正
に
管

理
・
運
用
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る
も

の
 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

国
家
公
務
員
の
超
過
勤
務
命
令
の
上
限
設
定

に
係
る
人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
 
同
様
の

規
則
を
設
け
る
た
め
に
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
 

補

正

予

算

勝
央
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定

森
林
環
境
贈
与
税
の
創
設
に
伴
い
 
当
該
譲

条

例

案

件

川
崎
市
多
摩
区
の
ス
ク
ü
ル
バ
ス
乗
り
場
で

起
き
た
小
学
生
ら
の
殺
傷
事
件
を
受
け
 
文
部

科
学
省
か
ら
 
通
学
路
の
安
全
点
検
を
実
施
す

る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
 
町
で
も
 
通
学

（※）浚渫工
しゅんせつ

事…水深の確保を目的に河川などの水底を掘り下げて、不要な土砂などを取り除く
工事のことです。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
 
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
発
行
さ
れ
ま
す
 

対
象
者
は
 
今
年
１
月
１
日
時
点
で
 
住
民

税
が
非
課
税
の
人
ま
た
は
 
平
成
２８
年
４
月
２

日
か
ら
令
和
元
年
９
月
３０
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
子
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
す
 

商
品
券
は
 
最
大
２
万
円
の
販
売
額
に
対
し

て
 
利
用
可
能
額
が
２
万
５
千
円
と
な
c
て
い

ま
す
 

７
月
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
 
申
請
受

付
後
 
対
象
者
の
審
査
を
行
い
 
９
月
に
引
換

券
を
送
付
 
商
品
券
の
利
用
は
１０
月
か
ら
を
見

込
ん
で
い
ま
す
 

商
品
券
が
使
用
で
き
る
店
舗
は
町
内
業
者
に

限
定
し
て
お
り
 
現
在
 
事
業
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
 

イ
ベ
ン
ト

７
月
２０
日
︵
土
︶
か
ら
７
月
２８
日
︵
日
︶
ま
で

の
９
日
間
 ﹁
も
も
ス
イ
ü
ツ
ま
つ
り
﹂
を
行

い
ま
す
 
２０
日
︵
土
︶
に
は
 
ノ
ü
ス
ヴ
£
レ
Ã

ジ
で
ス
イ
ü
ツ
の
販
売
と
も
も
の
直
売
会
も
行

わ
れ
る
予
定
で
す
 

ま
た
 
８
月
３１
日
︵
土
︶
か
ら
９
月
８
日
︵
日
︶

ま
で
の
９
日
間
 ﹁
ぶ
ど
う
ス
イ
ü
ツ
ま
つ
り
﹂

を
行
い
ま
す
 

さ
ら
に
 
９
月
７
日
︵
土
︶
と
８
日
︵
日
︶
の

２
日
間
 ﹁
第
８
回
街
道
祭
﹂
を
行
い
ま
す
 

ブ
ド
ウ
部
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
直
売
会
も
行
わ

れ
る
予
定
で
す
 

１０
月
１２
日
︵
土
︶ 
１３
日
︵
日
︶
に
は
 ﹁
第
３８

回
金
時
祭
﹂
を
行
い
ま
す
 

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
 
広
報
紙
や
無
線
放
送

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
 
多
く
の
人
に
ご
参

加
い
た
だ
き
 
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
 

在
 
滝
川
で
４
件
 
高
取
川
で
１
件
の
工
事
が

順
次
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
 
ま
た
 
本
年
度
工

事
に
つ
い
て
も
 
早
期
の
実
施
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
県
と
連
携
・
調
整
を
進
め

て
い
き
ま
す
 

集
え
る
場
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
 

ま
た
 
需
要
が
見
込
ま
れ
る
移
動
販
売
事
業

に
お
い
て
も
利
用
が
定
着
し
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
 

人
口
減
少
が
著
し
い
町
の
北
東
地
域
の
振
興

に
寄
与
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
 ﹁
ど
ん
ど
ん

市
場
﹂
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
 

勝
央
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

勝
央
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

勝
央
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正令
和
元
年
度
勝
央
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号

専

決

処

分

岡
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
岡
山
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

東
備
農
業
共
済
事
務
組
合
ほ
か
３
つ
の
農
業

共
済
事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う
脱
退
及
び
 
八

ケ
郷
合
同
用
水
組
合
の
加
入
等
を
承
認
す
る
と

と
も
に
 
当
該
事
務
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も

の
 組

合

規

約

案

件

勝
央
町
町
道
路
線
の
認
定

岡
地
内
の
町
道
小
中
支
線
２
号
の
拡
幅
整
備

に
伴
う
道
路
を
新
た
に
町
道
路
線
と
し
て
認
定

す
る
も
の
 

を
締
結
す
る
も
の
 

工
事
請
負
契
約

令
和
元
年
度
勝
央
町
カ
ü
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
強
化
事
業
に
係
る
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ü
空
調
設
備
等
改
修
工
事
に
つ
い
て
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
 

道

路

案

件

売
買
契
約

多
機
能
型
消
防
車
購
入
に
つ
い
て
売
買
契
約

契

約

案

件

議会報告

令和元年勝央町議会第２回定例

会が６月１２日から９日間の会期で

開かれました。

町長の行政報告に続いて、専決

処分案件４件、契約案件２件、道

路案件１件、組合規約案件１件、

条例案件２件、令和元年度補正予

算案件４件が上程され、原案のと

おり可決されました。

令
和
元
年

勝
央
町
議
会

第
２
回
定
例
会

行

政

報

告（
要
旨
）



勝央町空き家情報バンク制度（イメージ図）

所有者と利用希望者をつなぐ制度です。

※既に不動産会社に、売買や賃貸の依頼をされている人は、空き家バンクは利用できません。
　（媒介契約を解除してから、お申し込みください）

物件の所有者

所有者の登録の流れ

申し込み（役場へ所有者登録）

空き家の所有者（空き家を
売りたい人・貸したい人）

利用者の登録の流れ

利用希望者（空き家を
買いたい人・借りたい人）

利用希望者

申し込み（役場へ利用者登録）

役場ＨＰのみの物件
※ご自分で交渉となります。
（役場は紹介だけします）

住まいる岡山登録物件
※業者が売買・賃貸の仲介をします。

勝央町

※物件が登録されれば、すぐに
　お知らせするメール配信サー
　ビスをご利用ください。

勝央町

売買・賃貸契約の成立

売買・賃貸の成立

サブセンター利用の場合
※（一社）岡山県宅地建物取引業協会及び

　（一社）岡山県不動産業協会で構成する

　岡山県サブセンター運営協議会

サブセンターを
利用しない場合

物
件
を
見
つ
け
る

取扱業者の募集 役場ＨＰ公開募集

※一定基準を満たす業者に募集をかけます。

下見会の開催

※応募のあった業者が物件を下見します。

取扱業者の選定

※申し込みのあった業者から１社選定します。

契約の締結

住まいる岡山ＨＰ・役場ＨＰの両方で公開募集

※媒介契約をします。

2019.7月号 2019.7月号2019.7月号 42019.7月号2019.7月号 2019.7月号5

投票時間 午前7時～午後6時

公示日 7月4日（木） 投票日 7月21日（日）

第25回参議院議員通常選挙

７
月
２１
日
︵
日
︶
は
 
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
票
日
で
す

有
権
者
の
皆
さ
ん
は
 
候
補
者
や
政
党
の
政

見
な
ど
を
十
分
に
見
極
め
て
 
あ
な
た
の
大
切

な
一
票
を
投
じ
ま
し
�
う
 

投
票
は
 
選
挙
区
選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
候

補
者
の
氏
名
を
 
比
例
代
表
選
挙
の
投
票
用
紙

に
は
候
補
者
の
氏
名
 
ま
た
は
政
党
等
の
名
称

の
い
ず
れ
か
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
 

平
成
１３
年
７
月
２２
日
以
前
︵
２２
日
を
含
む
︶

に
生
ま
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
 

︻
勝
央
町
で
投
票
で
き
る
人
︼

◎
平
成
３１
年
４
月
３
日
︵
３
日
を
含
む
︶
ま
で

に
勝
央
町
に
住
民
登
録
を
届
け
出
し
て
 
勝

央
町
の
選
挙
人
名
簿
に
載
c
て
い
る
人
 

◎
平
成
３１
年
４
月
４
日
︵
４
日
を
含
む
︶
以
降

に
町
外
に
転
出
し
た
が
 
新
し
い
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
載
c
て
い
な
い
人
 
た
だ
し
 

１８
歳
以
上
の
選
挙
人
名
簿
新
規
登
録
者
に
つ

い
て
は
 
勝
央
町
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た

日
か
ら
引
き
続
き
３
箇
月
以
上
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
た
人
で
あ
c
て
 
勝
央

町
に
住
所
を
有
し
な
く
な
c
た
日
後
４
箇
月

を
経
過
し
な
い
人
 

︻
勝
央
町
で
投
票
で
き
な
い
人
︼

◎
平
成
３１
年
４
月
４
日
︵
４
日
を
含
む
︶
以
降

に
勝
央
町
に
住
民
登
録
し
た
人
は
 
前
の
住

所
地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
 

第
１
投
票
所
︵
勝
間
田
地
区
︶

勝
央
町
公
民
館

第
２
投
票
所
︵
植
月
地
区
︶

植
月
コ
ミ
å
ニ
テ
£
セ
ン
タ
ü

第
３
投
票
所
︵
吉
野
地
区
︶

吉
野
コ
ミ
å
ニ
テ
£
セ
ン
タ
ü

第
４
投
票
所
︵
古
吉
野
地
区
︶

古
吉
野
コ
ミ
å
ニ
テ
£
セ
ン
タ
ü

第
５
投
票
所
︵
高
取
地
区
︶

高
取
多
目
的
研
修
集
会
所

投
票
で
き
る
人

投
票
は
町
内
５
õ
所
の
投
票
所
で
７
月
２１
日

︵
日
︶
の
午
前
７
時
か
ら
始
ま
り
 
午
後
６
時
で

締
め
切
り
ま
す
 

投
票
時
間
は
　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

７
月
２１
日
︵
日
︶
午
後
８
時
１５
分
か
ら
公
民
館

で
開
票
を
行
い
ま
す
 

空き家バンクに登録していると、こんな助成制度が利用できる場合があります。
【空き家片づけ補助】

所有者、利用者どちらか受けることができます。家財を片づける場合に、２分の１補助で１０万円が上限の補助。

売買するにも賃貸するにも、家財の片づけは必要になります。

【定住促進補助金・購入補助】

利用者への補助ですが、２分の１補助で８０万円が上限の補助。所有者からすれば、利用者が補助金を利用でき

るので、売りやすくなります。（改修補助とどちらか）

【定住促進補助金・改修補助】

所有者、利用者どちらか受けることができます。３分の１補助で５０万円が上限の補助。賃貸などの場合、補修

してから貸したり、借りてから補修も可能です。（購入補助とどちらか）

※補助を受けるには各種条件があります。

開
票
は
午
後
８
時
15
分
か
ら

公
民
館
で

指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
中
の
人
は

病
院
・
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
 

指
定
病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
 
レ
ジ
ã
ü
や
買
い

物
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
人
は
 
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
 

藺

期
　
間

７
月
５
日
︵
金
︶
 
２０
日
︵
土
︶

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
 

藺

時
　
間

午
前
８
時
３０
分
 
午
後
８
時

藺

場
　
所

勝
央
町
役
場
庁
舎
東
側
﹁
期
日
前
投
票
所
﹂

期
日
前
投
票

勝
央
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
３８
︱
３
１
１
１

問
い
合
わ
せ
先

︻
岡
山
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
︼

う
す
い
黄
色
に
黒
文
字
の
用
紙
で
す
 
こ
の

投
票
用
紙
に
は
岡
山
県
選
挙
区
の
候
補
者
の
氏

名
を
１
人
だ
け
書
い
て
く
だ
さ
い
 

︻
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
︼

白
色
に
赤
文
字
の
用
紙
で
す
 
こ
の
投
票
用

紙
に
は
 
参
議
院
名
簿
登
載
者
の
個
人
名
ま
た

は
参
議
院
名
簿
届
出
政
党
等
の
名
称
︵
略
称
も

可
︶
を
書
い
て
く
だ
さ
い
 

投
票
用
紙
は
２
種
類

投
票
場
所

空き家の活用をしませんか？
問い合わせ先　勝央町役場総務部元気なまち推進室　☎３８−３１１１　ＦＡＸ３８−３１２０

ホームページ　http://www.town.shoo.lg.jp
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あ
れ
れこ

まちの話題

あ
れ
れこ

まちの話題

67

田
植
え
を
す
る
児
童
た
ち
▼

消
防
職
員
を
前
に
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
園
児
た
ち
▼

勝央文化ホールでの講演会のようす

令
和
元
年
春
の
叙
勲
が
５
月
２１
日

付
で
発
表
さ
れ
 
勝
央
町
か
ら
は
 

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
顕
著
な

功
績
を
あ
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る
旭
日

章
 
公
共
の
仕
事
に
長
年
携
わ
り
功

績
が
あ
c
た
人
に
贈
ら
れ
る
瑞
宝
章

に
そ
れ
ぞ
れ
お
一
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
 
受
章
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
 

令
和
元
年
春
の
叙
勲

勝
央
町
か
ら
は
２
人
が
受
章

宮
本
さ
ん
は
 
平
成
６
年
４
月
の

初
当
選
以
来
 
平
成
３０
年
ま
で
の
間
 

通
算
６
期
２４
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
 
勝
央
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職

さ
れ
 
勝
央
町
議
会
議
長
の
ほ
か
 

産
業
土
木
委
員
長
や
総
務
産
業
委
員

長
な
ど
を
歴
任
し
 
町
の
産
業
や
教

育
 
文
化
 
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
 

受
章
さ
れ
た
宮
本
さ
ん
は
﹁
町
や

町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
 
一
生
懸

命
や
c
て
き
ま
し
た
 
受
章
は
名

誉
な
こ
と
で
す
﹂
と
話
し
て
い
ま

し
た
 

旭
日
双
光
章

宮
本
　
政
幸
さ
ん
（
河
　
原
）

き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

小
林
さ
ん
は
 
昭
和
５７
年
に
保
護

司
に
就
任
し
て
以
来
 
罪
を
犯
し
た

人
の
改
善
や
更
生
を
助
け
る
た
め
の

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
 

住
職
で
も
あ
る
小
林
さ
ん
は
 

﹁
お
寺
の
仕
事
と
一
緒
 
相
手
の
立

場
 
目
線
に
合
わ
せ
て
話
を
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
き
た
﹂
と
話
し
 

﹁
特
に
子
ど
も
に
は
社
会
的
な
居
場

所
と
 
周
囲
の
理
解
が
必
要
﹂
と
訴

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
 

現
在
 
勝
央
町
で
は
小
林
さ
ん
を

含
め
８
名
の
保
護
司
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
 

瑞
宝
双
光
章

小
林
　
徹
秀
さ
ん
（
為
　
本
）

ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

▲選手宣誓をする丸尾選手

５
月
１９
日
 
岡
山
県
消
防
学

校
を
会
場
に
第
６６
回
岡
山
県
消

防
操
法
訓
練
大
会
が
開
催
さ

れ
 
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
勝

田
郡
の
代
表
と
し
て
 
第
２
分

団
︵
吉
野
︶
が
出
場
し
ま
し
た
 

訓
練
に
先
立
c
て
行
わ
れ
た

開
会
式
で
は
 
出
場
選
手
を
代

表
し
て
丸
尾
和
也
選
手
に
よ
る

選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

大
会
で
は
 
惜
し
く
も
入
賞

は
逃
し
ま
し
た
が
 
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
 

勝
田
郡
の
代
表
と
し
て

第
66
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

５
月
２３
日
 
勝
央
北
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
田
植
え
が
 
小
学
校
近
く
の
田

ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し
た
 

今
年
で
４
年
目
と
な
る
こ
の
行
事

は
 
５
年
生
の
児
童
に
よ
り
毎
年
行
わ

れ
る
も
の
で
 
こ
の
日
は
３７
人
が
参
加

し
ま
し
た
 

最
初
に
世
話
人
の
佐
古
さ
ん
︵
植
月

東
︶
か
ら
田
植
え
時
の
注
意
点
な
ど
を

聞
い
た
児
童
は
早
速
田
ん
ぼ
へ
 
最
初

は
 
裸
足
で
入
る
田
ん
ぼ
に
戸
惑
い
を

見
せ
て
い
た
も
の
の
 
次
第
に
慣
れ
て

き
た
よ
う
す
で
田
植
え
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
 

秋
に
は
収
穫
も
行
い
ま
す
 
参
加
し

た
児
童
は
﹁
田
植
え
の
大
変
さ
が
分

か
c
た
 
収
穫
も
楽
し
み
！
﹂
と
ワ
ク

ワ
ク
し
た
よ
う
す
で
話
し
て
い
ま
し
た
 

田
植
え
を
体
験

勝
央
北
小
学
校
（
５
年
生
）

５
月
２２
日
 
勝
央
文
化
ホ
ü
ル
で
家
庭
教
育
講
演
会

と
し
て
 
ア
ニ
メ
﹁
ア
ン
パ
ン
マ
ン
﹂
の
バ
タ
コ
さ
ん

の
声
優
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
佐
久
間
レ
イ
さ
ん
の

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

佐
久
間
さ
ん
は
 
他
に
も
﹁
魔
女
の
宅
急
便
﹂
に
登

場
す
る
ジ
ジ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
料
理
番
組
﹁
今
日
の
料
理
ビ

ギ
ナ
ü
ズ
﹂
の
高
木
ハ
ツ
江
な
ど
多
数
の
声
優
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
 

講
演
会
で
は
 
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
作
者
 
や
な
せ
た

か
し
さ
ん
と
の
交
流
や
ご
自
身
の
育
児
経
験
な
ど
を
織

り
交
ぜ
 ﹁
私
は
演
じ
る
の
が
仕
事
で
す
が
 
皆
さ
ん

も
自
分
の
人
生
の
主
役
な
の
で
す
 
ど
う
せ
な
ら
人
生

素
敵
な
物
語
に
し
ま
せ
ん
か
﹂
と
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し

た
 
さ
ら
に
 ﹁
心
の
持
ち
方
 
動
か
し
方
次
第
で
人

生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
も
 
貧
し
く
す
る
こ
と
も
で
き

る
﹂
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
 

ま
た
 
自
作
の
物
語

の
朗
読
や
歌
声
を
披
露

さ
れ
る
場
面
も
あ
り
 

来
場
さ
れ
た
多
く
の
観

客
ら
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
 

翌
日
に
は
 
勝
央
中

学
校
の
全
生
徒
を
対
象

に
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
 

子
ど
も
と
出
会
え
た

奇
跡
を
大
切
に

佐
久
間
レ
イ
さ
ん
講
演
会

▲訓練の成果を発揮する第２分団

５
月
２８
日
 
高
取
保
育
園
で
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
入
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

式
で
は
 
津
山
圏
域
消
防
組
合
東
消

防
署
の
職
員
か
ら
 ﹁
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
火
遊
び
を
し
な
い
こ
と
 
池
や
川

な
ど
危
険
な
場
所
に
は
行
か
な
い
こ

と
 
ご
飯
を
し
c
か
り
と
食
べ
 
外
で

い
c
ぱ
い
遊
ん
で
元
気
な
体
を
つ
く
る

こ
と
 
こ
の
３
つ
の
お
願
い
を
守
c
て

く
だ
さ
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま

し
た
 

そ
の
後
 
年
長
組
８
人
の
子
ど
も
た

ち
が
誓
い
の
言
葉
︵
お
約
束
︶
を
宣
誓
 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
や
避
難
訓
練
な
ど
も
行

い
 
改
め
て
防
火
へ
の
意
識
を
高
め
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
 

火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
！

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
入
団
式


旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
宮
本
さ
ん


瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
小
林
さ
ん約

　
束

僕
た
ち
　
私
た
ち
は

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
と
な
c
て
火

事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
 

１．

マ
Ã
チ
は
持
ち
ま
せ
ん

２．

た
き
火
は
し
ま
せ
ん

３．

火
遊
び
は
し
ま
せ
ん

４．

礼
儀
正
し
く
 
素
直
な
子
ど
も

に
な
り
ま
す

僕
た
ち
 
私
た
ち
は
約
束
し
ま
す
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勝央文化ホールで講演する五木寛之さん

６
月
１
日
 
勝
央
文
化
ホ
ü
ル
で
﹁
地
図
の
な
い
旅
﹂
と

題
し
て
 
作
家
五
木
寛
之
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

会
場
は
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
客
で
満
員
と
な
る

盛
況
ぶ
り
で
し
た
 

講
演
会
で
五
木
さ
ん
は
 
時
折
ユ
ü
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

自
ら
の
人
生
に
つ
い
て
 ﹁
テ
ü
マ
を
決
め
て
人
生
を
生
き

る
こ
と
に
し
て
い
る
 
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
令
和
時
代
 

い
か
に
よ
く
老
い
る
か
 
こ
れ
が
今
の
テ
ü
マ
で
す
﹂
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
 

さ
ら
に
 ﹁
良
く
老
い
る
た
め
に
は
 
豊
か
な
心
が
必
要

で
 
そ
の
た
め
に
は
﹃
回
想
﹄
す
る
こ
と
が
大
切
 
前
を
向

い
て
生
き
る
こ
と
は
必
要
だ
が
 
時
に
は
後
ろ
を
振
り
返
c

て
み
る
こ
と
が
大
事
で
は
﹂
と
会
場
に
語
り
か
け
て
い
ま
し

た
 

来
場
者
に
は
抽
選

で
五
木
さ
ん
の
著
書

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

る
企
画
も
あ
り
 
会

場
は
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
み
せ
て
い
ま

し
た
 

「
よ
く
老
い
る
た
め
に
」

五
木
寛
之
さ
ん
講
演
会

５
月
１１
日
 
勝
央
図
書
館
が
主
催
す
る
﹁
本

と
青
空
カ
フ
§
　
コ
ミ
Ã
ク
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 
晴
天
の
も
と
勝
央

図
書
館
前
の
広
場
で
 
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
 

好
き
な
マ
ン
ガ
に
つ
い
て
語
る
バ
ト
ラ
ü
︵
参

加
者
︶
た
ち
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
 

会
場
で
は
 
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
笑
い
声
が

起
き
た
り
 
笑
顔
で
耳
を
傾
け
る
場
面
も
み
え

る
な
ど
 
バ
ト
ラ
ü
た
ち
が
知
的
書
評
合
戦
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
す
が
見
ら
れ
ま
し
た
 

ま
た
 
岡
地
内
に
店
舗
を
構
え
る
ブ
ü
ラ
ン

ジ
§
リ
ü
ミ
ü
ツ
さ
ん
の
協
力
の
も
と
絵
本
に

出
て
く
る
パ
ン
の
販
売
も
あ
り
 
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
に
と
c
て
は
 
目
で
も
舌
で
も
楽
し
み
な

が
ら
本
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
 

各
部
門
の
チ
ã
ン
プ
︵
優
勝
︶
本
は
次
の
と

お
り
で
す
 

▼
こ
ど
も
の
部
︵
小
学
生
対
象
︶

﹃
鴻
池
剛
と
猫
の
ぽ
ん
た

ニ
ã
ア
ア
ア
ン
！
﹄

︵
鴻
池
剛
／
著

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
エ
ン
タ
ü
ブ
レ
イ
ン
︶

▼
大
人
の
部
︵
中
学
生
以
上
対
象
︶

﹃
先
生
と
僕
　
夏
目
漱
石
を
囲
む
人
々青

春
篇
﹄

︵
春
日
ゆ
ら
／
著
　
河
出
書
房
新
社
︶

コ
ミ
ッ
ク
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催
!!

勝
央
図
書
館

▲絵本に出てくるパンが販売されました ▲会場のようす

青
年
部
員
に
よ
る
ゴ
ミ
拾
い
の
よ
う
す
▼

６
月
１０
日
 
み
ま
さ
か
商
工
会
青
年
部

に
よ
る
清
掃
活
動
が
勝
央
町
役
場
周
辺
で

行
わ
れ
ま
し
た
 

清
掃
活
動
は
 
６
月
１０
日
の
﹁
商
工
会

の
日
﹂
に
合
わ
せ
て
同
会
青
年
部
が
毎
年

こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
 
勝

央
町
で
の
活
動
は
初
め
て
と
な
り
ま
し

た
 こ

の
日
は
 
仕
事
終
わ
り
の
青
年
部
員

約
７０
人
が
公
民
館
前
に
集
合
し
た
後
 
各

グ
ル
ü
プ
に
分
か
れ
清
掃
活
動
を
実
施
 

周
辺
を
歩
い
て
 
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し

た
 青

年
部
長
の
橋
本
さ
ん
は
 ﹁
勝
央
町

で
の
開
催
は
初
め
て
で
す
が
 
多
く
の
部

員
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
 
今
後
も
地

域
へ
の
貢
献
活
動
が
続
け
て
い
け
れ
ば
﹂

と
話
し
て
い
ま
し
た
 

若
い
力
で
街
を
き
れ
い
に

み
ま
さ
か
商
工
会
青
年
部

６
月
５
日
 
勝
央
町
公
民
館
で
町
内
に

在
住
・
通
学
の
中
学
生
 
高
校
生
が
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
語
り
合
う
場
﹁
カ
タ
ル
バ
﹂

が
始
ま
り
ま
し
た
 

今
回
で
４
年
目
と
な
る
こ
の
講
座
は
 

月
に
１
回
程
度
 
年
度
末
ま
で
開
講
さ
れ
 

勝
央
町
に
つ
い
て
自
分
た
ち
が
や
c
て
み

た
い
こ
と
を
企
画
・
立
案
 
そ
し
て
実
行

し
て
い
く
も
の
で
す
 
過
去
に
は
図
書
館

で
の
﹁
青
空
カ
フ
§
﹂
や
公
民
館
ロ
ビ
ü

の
リ
ニ
å
ü
ア
ル
を
行
c
て
き
ま
し
た
 

１１
人
で
ス
タ
ü
ト
し
た
今
年
度
１
回
目

と
な
る
講
座
で
は
 
自
己
紹
介
を
行
c
た

後
 
講
師
に
妹
尾
典
子
さ
ん
︵
勝
間
田
︶

を
迎
え
 
自
分
た
ち
の
価
値
観
を
見
つ
め

な
お
す
た
め
の
ゲ
ü
ム
を
実
施
し
ま
し

た
 参

加
者
た
ち
は
 ﹁
自
分
の
価
値
観
と

行
動
が
伴
c
た
と
き
自
己
実
現
を
達
成
で

き
 
や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
﹂
と

の
妹
尾
さ
ん
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
 
ゲ
ü
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
 

今
年
は
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
§
ク
ト
が
進
ん

で
い
く
の
で
し
�
う
か
 
楽
し
み
で
す
 

カ
タ
ル
バ
講
座
開
講

勝
央
町
公
民
館

▲
語
り
合
う
中
高
生

臨
時
保
育
士
の
募
集

臨
時
保
育
士
の
募
集

勝
央
町
で
は
 
臨
時
保
育
士
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
 

▼
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

▼
勤
務
内
容

保
育(

主
に
担
任
保
育
士
の
補
助)

▼
勤
務
期
間

随
時
 
令
和
元
年
９
月
３０
日

※
以
降
６
カ
月
ご
と
の
更
新

▼
勤
務
時
間

週
５
日

８
時
３０
分
 
１７
時
１５
分

※
シ
フ
ト
有
︵
早
出
・
遅
番
・
土
曜
︶

▼
勤
務
場
所

勝
央
町
立
の
各
保
育
園

▼
報
　
酬

月
給
１
６
１，

３
０
０
円
 

︵
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
に
加
入
 
有

給
休
暇
有
り
︶

※
パ
ü
ト
勤
務
︵
週
４
日
以
下
や
半
日
勤
務
な
ど
︶
の

保
育
士
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
 (

時
給
１，

０
０
０
円
 
健
康
保
険
な
ど
の
加
入

は
勤
務
条
件
に
よ
る
︶

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

☎
３８
ü
７
１
０
２
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主催：勝央町ウォーキングの会
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議

※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（☎３８－７１０２）※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（☎３８－７１０２）

ウォーキングの集いウォーキングの集いウォーキングの集い

至
津
山

至
美
作

N

西勝間田駅

西勝間田駅黒坂
簡易局
黒坂
簡易局

高取
保育園
高取
保育園 R179R179

中国自動車道中国自動車道

集合場所
高取地区多目的研修集会所

と　き　７月１４日（日）

　　　　９：００　高取多目的集会所集合

　　　　　　　　　（約２時間：およそ５.２㎞）

コース　高取多目的集会所～八幡神社～津山市池ケ原地区内散策

見どころ　運が良ければオオムラサキに会えるかも！？

持参物　飲み物、ウォーキングの思い出（スタンプを押します）

　　　　雨模様の場合は雨具、カメラをお持ちの人はご持参ください。

参加費　保険料５０円

その他　●当日、受付でより詳しいコース図をお渡しします。

　　　　●どなたでも事前の申し込みは不要です。

　　　　●最後尾は車でまわりますので、「途中で歩けなくなったら」な

　　　　　どと心配せず、お気軽にご参加ください。

※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：３０までに

　各自、車でお集まりください。スタッフが先導してご案内します。

と　き　７月１４日（日）

　　　　９：００　高取多目的集会所集合

　　　　　　　　　（約２時間：およそ５.２㎞）

コース　高取多目的集会所～八幡神社～津山市池ケ原地区内散策

見どころ　運が良ければオオムラサキに会えるかも！？

持参物　飲み物、ウォーキングの思い出（スタンプを押します）

　　　　雨模様の場合は雨具、カメラをお持ちの人はご持参ください。

参加費　保険料５０円

その他　●当日、受付でより詳しいコース図をお渡しします。

　　　　●どなたでも事前の申し込みは不要です。

　　　　●最後尾は車でまわりますので、「途中で歩けなくなったら」な

　　　　　どと心配せず、お気軽にご参加ください。

※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：３０までに

　各自、車でお集まりください。スタッフが先導してご案内します。

2019.7月号2019.7月号 1011

（敬称略）
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）

◇
２
０
１
９
年
極
真
カ
ラ
テ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
第
２０
回
岡
山

県
春
季
交
流
試
合
（
３
／
１７

ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山
）

︻
小
学
２
年
女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
︼

優
　
勝
　
森
本
　
萌
香

準
優
勝
　
田
邉
　
碧
麗

︻
小
学
３
年
Ｄ
ク
ラ
ス
︼

準
優
勝
　
藤
井
　
一
冴

︻
小
学
４
年
Ｂ
ク
ラ
ス
︼

優
　
勝
　
尾

龍
之
介

準
優
勝
　
細
川
　
優
樹

︻
小
学
６
年
女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
︼

優
　
勝
　
藤
井
千
羽
椰

︻
小
学
６
年
Ａ
ク
ラ
ス
︼

準
優
勝
　
丸
尾
浩
太
郎

◇
全
国
中
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル

選
手
権
大
会
中
国
四
国
地
区

大
会
（
６
／
１
ジ
ッ
プ
ア

リ
ー
ナ
岡
山
）

︵
ヒ
Ã
プ
ホ
Ã
プ
女
子

ス
モ
ü
ル
編
成
の
部
︶

優
　
勝
　
勝
央
町
立
勝
央
中
学
校
ダ

ン
ス
同
好
会
﹁
チ
ã
ü
ミ
ン
グ

ハ
ü
ト
﹂

出
場
メ
ン
バ
ü

林
　
　
　
笑
　
　
坂
元
　
杏
海

坂
元
　
菜
那
　
　
中
島
　
由
雲

谷
口
　
真
緒

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

今月満１歳になるお子さんです。

（誕生日順）笑 顔

子どもは町の宝子どもは町の宝
いつまでもこの町を愛してください。
また、広報紙に顔を出してね。

※8月で満1歳になる、お子さんの写真を募集しています。

　写真と40字以内のメッセージを添えて7月5日㈮までに

　勝央町役場総務部へ送付してください。

　なお、勝央町に住民登録をしている人に限ります。

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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お知らせのページ

役場への電話・メール
総　務　部（☎３８−３１１１）

soumu
@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（☎３８−３１１２）
sangyou

@town.shoo.okayama.jp

土木・都市計画
（☎３８−３１１３）

kensetsu
@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
税　務（☎３８−３１１４）
zeimu

@town.shoo.okayama.jp

国　　 保（☎３８−３１１５）
iryou

@town.shoo.okayama.jp
戸籍・年金（☎３８−３１１６）
choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎３８−７１０２）
福　祉
fukushi

@town.shoo.okayama.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

上下水道部（☎３８−３１１７）
上　水
suidou

@town.shoo.okayama.jp

下　水
gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出　納　室（☎３８−１７５１）
suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（☎３８−１７５２）
gakuji

@town.shoo.okayama.jp

社会教育（☎３８−１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎３８−１７５４）
gikai@town.shoo.okayama.jp

ごみ収集のお知らせ
７月１５日（月）は祝日のため、ごみ収

集はお休みします。１７日（水）に可燃ご
み、資源ごみＣ（新聞・雑誌類など）、
資源ごみＤ（プラスチック製容器包装）
を振替収集します。

なお、ごみは各地区の決まった時間内
にそれぞれの収集場所に出してください。

また、７月７日（日）に粗大ごみ収集を
行います。詳しくは６月号をご覧くださ
い。
問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部
☎３８−７１０２

相
談

勝央国際ボランティア実行委員会では、国

際ボランティアのため来日中の学生を受け入

れてくれるホストファミリーを募集していま

す。学生は３名（ロシア、フランス、イタリ

ア出身で母国語・英語と日本語が少しできま

す）で、勝央町に滞在する間（２週間または

１週間）の宿泊と食事の提供をお願いします。

異文化交流ができるチャンスです。

特別なおもてなしは必要ありません。ぜひ

この機会にホストファミリーになってみませ

んか。

期　間

７月２１日（日）〜８月３日（土）

申込・問い合わせ

勝央国際ボランティア実行委員会

☎０９０−８７１１−７４０１（片山）

ホストファミリー募集!!

町
で
は
 
結
婚
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
行
c
て
い
ま
す
 
当
日
は
空

き
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
で
 
結
婚
支

援
員
に
よ
る
仲
介
も
希
望
で
き
ま
す
 

詳
細
は
 
勝
央
町
役
場
の
ホ
ü
ム

ペ
ü
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
 

▼
日
　
時

７
月
１４
日
︵
日
︶

１３
時
３０
分
 
１５
時
３０
分

※
相
談
時
間
３０
分
 

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
２
階
第
三
委
員
会
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
及
び
居
住
意
思
の
あ
る

２０
歳
以
上
５０
歳
未
満
独
身
男
女
 

ま
た
は
 
そ
の
ご
家
族
︵
町
内
在

住
者
︶

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

://te
iju

.to
w

n
.sh

o
o
.lg

.jp

勝
央
町
結
婚
相
談
会

「
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
勝
央
」
開
催

は
 
秘
密
は
堅
く
厳
守
さ
れ
ま
す
 

︻
津
山
会
場
︼

▼
日
　
時

７
月
６
日
︵
土
︶

１０
時
 
１２
時

▼
場
　
所

津
山
中
央
公
民
館

︵
津
山
市
大
谷
６
０
０
︶

︻
美
作
会
場
︼

▼
日
　
時

７
月
１３
日
︵
土
︶

１０
時
 
１２
時

登
記
に
関
す
る
相
談
︵
相
続
 
贈

与
 
売
買
 
建
物
 
会
社
の
登
記
︶ 

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
 
多
重
債

務
 
破
産
に
関
す
る
相
談
 
境
界
に

関
す
る
相
談
な
ど
 
法
律
に
関
す
る

こ
と
で
日
頃
か
ら
お
悩
み
の
問
題
に

つ
い
て
 
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

相
談
は
無
料
で
 
予
約
は
不
要
で

す
 
相
談
を
受
け
た
事
柄
に
つ
い
て

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

﹁
ラ
イ
フ
サ
ポ
ü
ト
セ
ン
タ
ü
つ

や
ま
﹂
で
は
 
地
域
の
皆
さ
ま
の
生

活
支
援
を
目
的
と
し
て
 
悩
み
ご
と

相
談
を
行
c
て
い
ま
す
 
相
談
は
無

料
で
す
の
で
 
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
 

▼
相
談
日
時

月
・
水
・
金
曜
日
︵
祝
日
は
除
く
︶

１０
時
 
１７
時

▼
場
　
所

ラ
イ
フ
サ
ポ
ü
ト
セ
ン
タ
ü
つ
や

ま
︵
津
山
市
山
下
９２
ü
１
　
津
山

圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ü
内
︶

▼
相
談
内
容

労
働
 
福
祉
 
債
務
 
法
律
 
生

活
相
談
な
ど

※
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の
場
合

は
 
費
用
が
必
要
で
す
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

ラ
イ
フ
サ
ポ
ü
ト
セ
ン
タ
ü
つ
や

ま☎
３５
ü
２
４
３
３

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

悩
み
ご
と
無
料
相
談

▼
場
　
所

湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ü

︵
美
作
市
湯
郷
８
２
６
ü
２
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

つ
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ü

☎
２０
ü
１
１
５
５

消費生活相談

町では、岡山県消費生活センターの専門相談
員による無料相談を行っています。商品やサー
ビスなど、消費生活全般に関する苦情や問い合
わせ、架空請求、多重債務など、さまざまなご
相談をお受けします。

相談は予約制で、受けた事柄については、秘
密は堅く厳守されます。
日　時

７月２３日（火）
１０時〜１５時

場　所
勝央町役場税務住民部消費者相談窓口

持参物
契約書・領収書・パンフレットなどの相談内

容に関係する資料
予約・問い合わせ先

勝央町役場税務住民部
☎３８−３１１６

小
中
学
生
や
高
校
・
大
学
生
な
ど

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
 
津
山
圏
域
の
会
社
・
工
場
を
楽

し
く
知
c
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
﹁
つ

や
ま
エ
リ
ア
オ
ü
プ
ン
フ
¡
ク
ト

リ
ü
２
０
１
９
﹂
を
開
催
し
ま
す
 

▼
開
催
日

７
月
２６
日
︵
金
︶
 
２７
日
︵
土
︶

９
時
 
１６
時

※
各
会
社
・
工
場
に
よ
り
見
学
時
間

等
は
異
な
り
ま
す
 

▼
会

場

津
山
市
 
鏡
野
町
 
勝
央
町
 
奈

義
町
 
久
米
南
町
 
美
咲
町
に
あ

る
会
社
・
工
場
な
ど

▼
内

容

①
各
会
社
・
工
場
の
見
学
 
も
の
づ

く
り
体
験
︵
事
前
予
約
が
必
要
な

会
社
等
が
あ
り
ま
す
の
で
 
ご
注

意
く
だ
さ
い
︶

②
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ü

③
３
社
以
上
の
会
社
見
学
で
景
品
が

も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ü
な
ど

▼
見
学
者

参
加
自
由
︵
小
学
生
以
下
は
保
護

者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
︶

▼
そ
の
他

当
日
は
 
中
鉄
北
部
バ
ス
に
よ
る

津
山
圏
域
路
線
バ
ス
を
無
料
で
会

社
見
学
に
利
用
で
き
ま
す
 ︵
ガ

イ
ド
ブ
Ã
ク
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
︶

▼
案
内
冊
子
配
布
場
所

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部
︵
庁
舎

１
階
︶
 
図
書
館
 
公
民
館
等
 

小
・
中
学
生
に
は
 
学
校
を
通
じ

て
配
布
し
ま
す
 

▼
ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

://w
w

w
.tsu

y
a
m
a
-b

iz.jp
/

o
p
e
n
fa
c
to

ry
/

※
つ
や
ま
エ
リ
ア
オ
ü
プ
ン
フ
¡
ク

ト
リ
ü
﹂
で
検
索
 
つ
や
ま
エ
リ

ア
オ
ü
プ
ン
フ
¡
ク
ト
リ
ü
の

フ
§
イ
ス
ブ
Ã
ク
で
も
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ü

☎
２４
ü
０
７
４
０

つ
や
ま
エ
リ
ア

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
２
０
１
９

お
知
ら
せ

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
津
山

支
部
で
は
 ﹁
土
地
家
屋
調
査
士
の

日
﹂
登
記
無
料
相
談
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
 
司
法
書
士
分
野
も

対
応
可
能
で
す
 

▼
開
催
日

７
月
３１
日
︵
水
︶

▼
場
所
・
時
間

・
法
務
局
津
山
支
局︵

津
山
市
田
町
６４
︶

９
時
３０
分
 
１５
時
３０
分

・
美
作
市
民
セ
ン
タ
ü

︵
美
作
市
栄
町
３５
︶

１０
時
 
１５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
津
山

支
部

☎
２４
ü
３
０
０
４

「
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
」

登
記
無
料
相
談
会

▼
日
　
時

７
月
２７
日
︵
土
︶

１３
時
３０
分
 
１４
時
３０
分

▼
場
　
所

医
療
法
人
さ
と
う
記
念
病
院

大
会
議
室
︵
東
館
４
階
︶

▼
演
　
題

腎
臓
c
て
何
し
て
る
の
だ
ろ
う
？

▼
講
　
師

医
療
法
人
さ
と
う
記
念
病
院

透
析
セ
ン
タ
ü

▼
料
　
金

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

医
療
法
人
さ
と
う
記
念
病
院

☎
３８
ü
６
６
８
８

健
康
公
開
講
座

開
　
催

「社会を明るくする運動」は、犯

罪や非行の防止とあやまちを犯した

人の立ち直りについて理解を深め、

それぞれの立場において力を合わ

せ、犯罪や非行のない安全で安心な

地域社会を築くための全国的な運動

で、今年で６９回目となります。

大人も子どもも夢や希望を持っ

て、支え合って生きていける明るい

地域づくりを目指しましょう。

【勝英地域啓発パレード】

７月３日（水）

美作市 → 勝央町（９時４０分）→

奈義町→西粟倉村

勝英地区保護司会の皆さんが、パ

レードを行って啓発を呼びかけ、法

務大臣からのメッセージを市長、町

長、村長へ伝達します。

問い合わせ先

勝央町役場税務住民部

☎３８−３１１６

7月は「社会を明るくする運動」

強化月間です



2019.7月号 2019.7月号2019.7月号 14

町内の商品券取扱店にて使用してください

町内３郵便局（勝央・植月・石生）に引
換券と本人確認書類（運転免許証など）
を持参のうえプレミアム付商品券を購入

９月に引換券を送付します

令和元年10月１日までに
生活保護の受給が停止・
廃止になったことがある

対象者と認められる

（対象者であるか審査を行います）

申請必要
対象者と
認められ
ない

はい

プレミアム付商品券の購入対象者となる
可能性があります。対象者と思われる人
には、７月下旬に案内や引換券交付申請
書等を送付します。　　　　　　　　　

は
い

申
請
不
要

い
い
え

平成31年１月１日時点で生活保護を
受けていた

はい

はい

はい

いいえ

令和元年度分の住民税が課税されている
人の扶養親族等になっている

いいえ

令和元年度の住民税が課税されている

いいえ

いいえ

平
成
28
年
４
月
２
日
〜
令
和
元
年
９
月
30
日

の
間
に
生
ま
れ
た
子
が
い
る

対
象
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん

2019.7月号2019.7月号 2019.7月号15

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
！

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
！

岡
山
県
へ
の
Ｕ
タ
ü
ン
の
支
援

を
強
化
す
る
た
め
 
県
出
身
の
学

生
や
社
会
人
が
帰
省
す
る
時
期
に

合
わ
せ
て
 
市
町
村
や
職
業
紹
介

団
体
等
が
参
加
す
る
移
住
相
談
会

を
県
内
で
開
催
し
 
移
住
支
援
制

度
や
就
職
関
連
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
 

勝
央
町
も
参
加
し
ま
す
の
で
 

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
 

▼
日
　
時

８
月
１５
日
︵
木
︶

１１
時
 
１６
時

▼
場
　
所

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ü
８
Ｆ

イ
ベ
ン
ト
ホ
ü
ル
︵
岡
山
市
北

区
奉
還
町
二
丁
目
２
番
１
号
︶

▼
対
象
者

岡
山
県
へ
の
Ｕ
タ
ü
ン
を
お
考

え
の
人

▼
主
な
内
容
︵
予
定
︶

就
職
相
談
 
転
職
相
談
 
就
農

相
談
 
住
ま
い
の
相
談
 
県
総

合
相
談
 
市
町
村
相
談
な
ど

▼
そ
の
他

入
場
無
料
 
予
約
不
要
︵
希
望

者
は
事
前
申
込
可
能
︶
 
Ｕ

タ
ü
ン
で
な
い
人
も
大
歓
迎
！

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
中
山
間
・
地
域
振
興
課

☎
０
８
６
ü２

２
６
ü
７
８
６
２

消
費
税
率
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
が
家
計
に

与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
 
地
域

の
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
 
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
 

▼
購
入
対
象
者

①
令
和
元
年
度
住
民
税
非
課
税
者

※
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶
者
・

扶
養
親
族
 
生
活
保
護
被
保
護
者
を
除
く
 

②
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
︵
平
成
２８
年
４
月
２

日
 
令
和
元
年
９
月
３０
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
︶
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

▼
購
入
限
度
額

・
非
課
税
者
分

上
記
①
の
対
象
者
１
人
当
た
り
２
万
５

千
円
分
︵
販
売
額：

２
万
円
︶

・
子
育
て
世
帯
分

上
記
②
の
対
象
者
２
万
５
千
円
分
︵
販

売
額：

２
万
円
︶
×
該
当
の
子
の
数

※
上
記
①
・
②
両
方
に
該
当
す
る
人
は
そ
れ

ぞ
れ
限
度
額
ま
で
購
入
で
き
ま
す
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

☎
３８
ü
３
１
１
５

ふるさと岡山で新生活を始めませんか？
「おかやまＵターン・お盆移住相談会」を開催

ふるさと岡山で新生活を始めませんか？
「おかやまＵターン・お盆移住相談会」を開催

女性を対象にした教室が始まります。
コンディショニングとは、身体のベース（土

台）をつくるためのものです。股関節の柔軟性
や筋力、バランスを身に着け、日常生活を送っ
てみませんか。
日　時

７月３日（水）１３時３０分〜１５時
※１１月６日（水）、令和２年３月４日（水）も開

催予定

場　所
総合保健福祉センター２階多目的ホール

対　象
女性ならどなたでも

参加費
無料

持ち物
動きやすい服装、汗拭きタオル、水分

問い合わせ先　
勝央町役場健康福祉部　☎３８−７１０２

女性のためのコンディショニング

▼
日
　
時

７
月
１１
日
︵
木
︶

１１
時
 
１２
時

︵
受
付
１０
時
４５
分
 
︶

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ü１

階
和
室

▼
対
象
者

町
内
に
住
民
票
の
あ
る
妊
婦
 
１

歳
ま
で
の
親
子

▼
内
　
容

離
乳
食
の
試
食
︵
今
回
は
調
理
実

習
は
あ
り
ま
せ
ん
︶
・
座
談
会

▼
持
参
物

食
事
に
必
要
な
も
の
︵
エ
プ
ロ
ン

等
︶ 
タ
オ
ル
 
お
む
つ
・
ミ
ル

ク
等
︵
妊
婦
は
不
要
︶

▼
申
込
期
限

７
月
４
日
︵
木
︶

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

☎
３８
ü
７
１
０
２

︻
パ
ソ
コ
ン
ワ
ü
ク
初
級
科
︼

▼
訓
練
期
間
　

９
月
４
日
︵
水
︶
 
１２
月
３
日
︵
火
︶

▼
訓
練
場
所
　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ü

︵
津
山
市
山
下
９２
ü
１
︶

▼
定
　
員

１５
人

▼
募
集
期
限

８
月
６
日
︵
火
︶

︻
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
・
Ｏ
Ａ
事
務

科
・
ケ
ア
サ
ü
ビ
ス
科
︼

▼
訓
練
期
間
　

１０
月
３
日
︵
木
︶
 

令
和
２
年
３
月
１７
日
︵
火
︶

▼
訓
練
場
所
　

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

︵
津
山
市
川
崎
９
５
３
︶

▼
定
員

２０
人
︵
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
は
１０
人
︶

▼
募
集
期
限

８
月
２０
日
︵
火
︶

︻
全
科
に
共
通
︼

▼
受
講
料

無
料
︵
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要
︶

▼
応
募
方
法

最
寄
り
の
ハ
ロ
ü
ワ
ü
ク
ま
た
は

北
部
高
等
技
術
専
門
校
に
備
え
付

け
の
願
書
を
ハ
ロ
ü
ワ
ü
ク
に
提

出
▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

☎
２６
ü
１
１
２
５

も
ぐ
も
ぐ
離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

和
牛
繁
殖
経
営
に
必
要
な
知
識
や

技
術
を
習
得
出
来
る
よ
う
 
講
義
や

牧
場
体
験
実
習
 
家
畜
市
場
の
視
察

等
を
実
施
し
ま
す
 

あ
な
た
の
夢
を
応
援
し
ま
す
！
お

か
や
ま
で
和
牛
を
飼
c
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
募
集
対
象

和
牛
の
飼
育
に
興
味
が
あ
り
 
将

来
岡
山
県
で
就
農
・
新
規
参
入
を

希
望
し
て
い
る
人

▼
定
　
員

１０
名
程
度

▼
開
講
日
時
等

第
１
回
目
︵
全
４
回
︶

８
月
１７
日
︵
土
︶

１０
時
 
１５
時

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ü

畜
産
研
究
所

▼
参
加
費

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

︵
一
社
︶
岡
山
県
畜
産
協
会
経
営
支

援
部
経
営
対
策
班

☎
０
８
６
ü
２
２
２
ü
８
５
７
５

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

お
か
や
ま
畜
産
ひ
ろ
ば

h
ttp

://o
k
a
y
a
m
a
.lin

.g
r.jp

/

令
和
元
年
度
「
和
牛
入
門
講
座
」

受
講
生
募
集

求
職
中
の
人
を
対
象
と
し
た
訓
練

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
 

北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

を
対
象
に
し
た
教
育
施
設
で
 
こ
の

度
令
和
２
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し

ま
す
 

▼
受
付
期
間

・
推
薦
入
学

８
月
２８
日
︵
水
︶
 
９
月
１１
日
︵
水
︶

・
一
般
入
学
︵
前
期
︶

１０
月
１６
日
︵
水
︶
 
３０
日
︵
水
︶

・
一
般
入
学
︵
後
期
︶

令
和
２
年
１
月
６
日
︵
月
︶
 

１５
日
︵
水
︶

※
た
だ
し
 
合
格
状
況
に
よ
c
て
は

後
期
試
験
を
実
施
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
 

▼
修
業
年
限

２
年
間

▼
受
験
資
格

令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
高
等
学

校
を
卒
業
し
て
い
る
人
 
ま
た
は
 

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

▼
オ
ü
プ
ン
キ
ã
ン
パ
ス

８
月
２３
日
︵
金
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ü

農
業
大
学
校
　

☎
０
８
６
ü
９
５
５
ü
０
５
５
０

勝
英
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ü
　

☎
０
８
６
８
ü
７３
ü
４
０
６
７

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ü

農
業
大
学
校
は
 
将
来
の
農
業
経
営

を
志
す
人
や
農
業
に
関
心
の
あ
る
人

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

農
業
大
学
校
学
生
募
集

募
集
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地
域
で
頑
張
る
バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
グ
ル
ü
プ

の
皆
さ
ん
の
出
演
を
募
集
し
ま
す
 
年
齢
や

ジ
ã
ン
ル
︵
コ
ピ
ü
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
︶
は
問
い

ま
せ
ん
 
青
空
の
下
で
思
う
存
分
パ
フ
©
ü
マ

ン
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
 
ま
た
 
会
場
で
の

出
店
者
も
大
募
集
！
多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
 

▼
募
集
期
限
　
８
月
３０
日
︵
金
︶

▼
応
募
方
法

参
加
申
し
込
み
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ü
ル
・
郵
送
な
ど
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
 
電
話
連
絡
で
の
申
し
込
み
も
受

け
付
け
ま
す
 ︵
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
時

３０
分
 
１７
時
１５
分
︶

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
 

出
演
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
 
参
加
者
決
定

後
に
調
整
し
ま
す
 

▼
参
加
申
し
込
み
必
要
事
項

次
の
事
項
を
も
れ
な
く
確
認
・
記
載
し
て
く

だ
さ
い
 
指
定
の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
 

①
申
し
込
み
内
容
︵
バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
︹
コ
ン

テ
ス
ト
の
部
ま
た
は
シ
ç
ü
ケ
ü
ス
パ

フ
©
ü
マ
ン
ス
の
部
︺
・
出
店
の
い
ず
れ
か
︶

②
代
表
者
氏
名
　
③
代
表
者
住
所

④
代
表
者
連
絡
先
︵
日
中
に
連
絡
が
と
れ
る
電

話
番
号
な
ど
︶

 
バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
の
み
 
︵
バ
ン
ド
・

シ
ç
ü
ケ
ü
ス
パ
フ
©
ü
マ
ン
ス
は
出
演
料

無
料
 
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
エ
ン
ト
リ
ü
料
は

１
チ
ü
ム
に
つ
き
３，

０
０
０
円
の
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
︶

⑤
グ
ル
ü
プ
人
数
　
⑥
ジ
ã
ン
ル

⑦
持
ち
曲
数
・
合
計
時
間
︵
バ
ン
ド
は
出
入

込
１５
分
 
ダ
ン
ス
は
出
入
込
５
分
︶

 
出
店
者
の
み
 
︵
出
店
者
は
当
日
の
ゴ
ミ
処

理
費
用
と
し
て
２，

０
０
０
円
ご
負
担
を
お

願
い
し
ま
す
︶

⑧
販
売
物
内
容
　
⑨
当
日
調
理
の
有
無

▼
主
　
催

み
ま
さ
か
商
工
会
勝
央
地
区
青
年
部

▼
共
　
催

金
時
祭
実
行
委
員
会

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

み
ま
さ
か
商
工
会
勝
央
支
所
︵
担
当：

橋
本
︶

〒
７
０
９
ü
４
３
１
６

勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田
１
７
６


３８
ü
２
５
０
０
　

３８
ü
２
１
７
６

メ
ü
ル
　sh

o
o
@

o
k
a
s
c
i.o

r.jp

開
催
日：

10
月
12
日
（
土
）

場
所：

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
！

Ｏ
Ｈ
！

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
！

バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
・
出
店
者
募
集
中
！

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
！

Ｏ
Ｈ
！

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
！

バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
・
出
店
者
募
集
中
！

第
３８
回
勝
央
町
金
時
祭
﹁
ふ
る
さ
と
屋
台

村
・
特
産
品
村
﹂
で
特
産
品
の
販
売
や
飲
食

サ
ü
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
出
店
団
体
を
募
集

し
ま
す
 

会
場
内
の
テ
ン
ト
設
営
場
所
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
 
出
店
団
体
は
 
町
内
の
公
的
な
団

体
な
ど
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 
な
お
 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
 
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
 

▼
開
催
日
時

１０
月
１３
日
︵
日
︶

▼
開
催
時
間

９
時
 
１５
時
３０
分

▼
開
催
場
所

勝
央
文
化
ホ
ü
ル
・
図
書
館
周
辺

▼
申
込
期
限

７
月
３１
日
︵
水
︶

▼
出
店
要
件

町
内
の
公
的
な
団
体
な
ど
に
限
り
ま
す
 

▼
申
込
方
法

出
店
申
込
書
・
計
画
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
 
勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
 

※
出
店
申
込
書
は
 
勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部

窓
口
に
設
置
の
ほ
か
 
勝
央
町
の
ホ
ü
ム

ペ
ü
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ü
ド
で
き
ま
す
 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部


３８
ü
３
１
１
２


３８
ü
３
１
２
０

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n
.sh

o
o
.lg

.jp
/

開
催
日：

10
月
13
日
（
日
）

場
所：

勝
央
文
化
ホ
ー
ル
・
図
書
館
周
辺

第
38
回
勝
央
町
金
時
祭

「
ふ
る
さ
と
屋
台
村
・
特
産
品
村
」
出
店
団
体
募
集
！

第
38
回
勝
央
町
金
時
祭

「
ふ
る
さ
と
屋
台
村
・
特
産
品
村
」
出
店
団
体
募
集
！

 

今年も、町特産の「もも」と「ぶどう」を使ったスイーツを食べ歩くイベント

「勝央町スイーツまつり」を開催します。

開催期間　・ももスイーツまつり　　７月２０日（土）〜２８日（日）

・ぶどうスイーツまつり　８月３１日（土）〜９月８日（日）

※営業時間、休業日は参加店舗によって異なります。

「勝央町スイーツまつり」って？
勝央町の特産である「もも」と「ぶどう」を使ったスイーツを食べ歩くイベントです。「もも」と「ぶどう」の、

それぞれの旬の時期に開催します。参加店では工夫を凝らした、イベント期間限定のオリジナルメニューを販売

します。この時期にしか食べられない味をお楽しみください！

スイーツを食べ歩いて、素敵な賞品を当てよう！
対象スイーツを食べ歩いてスタンプを集めると、素敵な賞品が当たる「スタンプラリー」を実施します。

スタンプ台紙は「ももスイーツまつり」「ぶどうスイーツまつり」共通利用で、規定数のスタンプを集めると応

募できます。

※スタンプ台紙は、７月上旬に参加店及び勝央町役場、参加店等で配布予定です。

スイーツまつり参加店（順不同　全16店）

第７回勝央町スイーツまつりを開催第７回勝央町スイーツまつりを開催

店舗名 所在地 店舗名 所在地

あかりあん 植月中2148-1 どんどん市場 豊久田394-2

御菓子司　板屋 岡25-1 炭火焼肉ホルモン　笑福 黒土96-1

カフェ＆ランチ丘の上 太平台32-3 茶房　空 平975-10

ノースヴィレッジ
（森のレストラン　E-na）

岡1100 レストラン パパとママ 平1214

クレープ屋くのいち
（ノースヴィレッジ内）

岡1100
国際喫茶「和の館」

（津山きもの学院内）
勝間田187

ジャックと豆の木 平1215-1 喫茶　ポポ 勝間田748-1

勝央サービスエリア上り線
（株）三好野本店

福吉409 ブーランジェリー　ミーツ 岡26-1

勝央サービスエリア下り線
（株）三好野本店

勝間田381 山科 平229-1

問い合わせ先　勝央町役場産業建設部　☎３８－３１１２　３８－３１２０

桃の収穫感謝祭（Sweet！Sweets！
Peach！fes！）を開催します！　

７月２０日（土）の午前９時からノースヴィレッジにて、

第７回スイーツまつりの開会式として、規格外桃の格

安市＆スイーツを楽しめるイベントを開催します！

今年度のスタンプラリー応募者全員プレ
ゼントは、オリジナルマスキングテープ
です！（応募口数に関わらず、お一人様
一つのお渡しとなります）

【最新情報は各種ＳＮＳから】

「勝央町スイーツのまちづくり」ＬＩＮＥ公式アカウントができました！友達登録をしていただくと、最

新の情報をお知らせします。

←ＬＩＮＥ公式アカウント　

@849uijuw
公式facebook→
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◆保険証の更新

現在お使いの保険証（紫色）の有効期限は７月３１日（水）です。

新しい保険証（青色）は、７月下旬に送付いたします。８月以降に医療機関などで受診され

る際には、必ず新しい保険証を窓口に提示してください。

有効期限の切れた保険証は個人で処分するか、勝央町役場税務住民部に返却をお願いいたし

ます。（郵送可）

◆一部負担金の割合の見直し

医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、所得区分に応じて決まります。所得区分

は前年の所得によるため、割合が変更になる場合があります。

●現役並み所得者

３割

●一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ

１割

◆限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証の更新

現在お使いの認定証（ピンク色）の有効期限は７月３１日（水）です。

所得区分の変更がない人には保険証と同じく７月下旬に送付いたします。

なお、変更のある人、所得の申告をしていない人、申告をしていない人が世帯にいる人は申

請が必要です。

◆保険料の決定について

決定通知書は７月中旬に送付いたします。

平成３０年中の所得に基づき、令和元年度の保険料が決定されます。

決定通知書に記載されている方法で保険料を納めてください。

○岡山県後期高齢者医療広域連合の保険料率（令和元年度）年額

問い合わせ先

勝央町役場税務住民部医療班　☎３８−３１１５

岡山県後期高齢者医療広域連合　☎０８６−２４５−００９０

【後期高齢者医療】
被保険者証の更新、保険料決定通知発送ついて

【後期高齢者医療】
被保険者証の更新、保険料決定通知発送ついて

成年後見制度は、認知症や障害により判断能力が十分でない人の、介護サービス契約や費用

の支払い、預貯金の管理などを支援する制度です。今後認知症等で支援が必要な人が増加する

ことが予想されるなか、支援をする人（後見人等）の不足が懸念されています。

そこで、身近な地域住民の視点で支援を行ってくださる市民後見人等の養成研修を次の内容

で開催します。多くの人の参加をお待ちしております。

【研修内容】

成年後見制度・必要な視点や対象者の理解、法制度等について９日間の講座。

①県主催講座（７日間）

開催日：７月２３日（火）・７月２９日（月）

８月８日（木）・８月１６日（金）・８月２２日（木）・８月３０日（金）

９月６日（金） 計７日間

会　場：津山市総合福祉会館（津山市山北５２０番地）

②美作市等主催研修（２日間）

開催日：９月１３日（金）と、９月２０日頃に１日の２日間

会　場：美作市内　※日程・会場は現在の予定で変更になる場合があります。

【応募資格】

①美作市・勝央町・奈義町・西粟倉村に住所を有し、現に在住している人

②年齢２０歳以上概ね７５歳未満（平成３１年４月１日現在）

③成年後見制度及び高齢者や障がい者に対する福祉活動に理解と熱意があり、心身ともに健

康な人

④原則として全ての研修に参加できる人

⑤研修終了後、市民後見人等として活動できる人

⑥後見人の欠格事由に該当していない人

令和元年度市民後見人等養成研修受講生
募集のご案内

令和元年度市民後見人等養成研修受講生
募集のご案内

一人当たりの保険料

（限度額６２万円）
＝

均等割額

４６，６００円
＋

所得割額

（所得−３３万円）×９．１７％（所得割率）

☆まずは事前説明会にご参加ください。
下記の日程で、成年後見制度や講座の内容についての、事前説明会を開催します。申し

込みを希望される人は、事前説明会にご参加ください。

また、「私にもできるのかな」「実際どんなことをするのかな」と不安に思っている人も、

ぜひお気軽に事前説明会にご参加いただき、その後実際に応募するかご検討ください。

日　時：７月９日（火）１３時３０分〜１５時３０分

場　所：美作市社会福祉協議会　美作支所世代交流多目的ホール（美作市北山４０１番地）

事前説明会申込締切：７月５日（金）まで

申込・問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部（担当：岡本・三島） ☎３８−７１０２
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岡
山
県
で
は
 
青
少
年
や
そ
の
保

護
者
が
 
悩
み
や
不
安
を
各
地
域
に

お
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と

し
て
熱
意
あ
る
方
を
青
少
年
相
談
員

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
 

非
行
や
い
じ
め
 
不
登
校
な
ど
の

相
談
や
 
学
校
や
友
人
関
係
の
悩
み

な
ど
 
気
軽
に
幅
広
い
相
談
に
応
じ

ま
す
 
電
話
相
談
で
も
面
接
相
談
で

も
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
 
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
 

絶
対
に
秘
密
厳
守
い
た
し
ま
す
の

で
 
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

●
勝
央
町
の
青
少
年
相
談
員

・
勝
間
田
小
学
校
区

山
下
　
良
美
さ
ん
︵
勝
間
田
︶

☎
３８
ü
３
０
９
８

・
勝
央
北
小
学
校
区

古
村
　
泰
壽
さ
ん
︵
石
　
生
︶

☎
３８
ü
４
０
５
９

●
他
に
も
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま

す青
少
年
相
談
員
は
 
地
域
で
の
い

ろ
い
ろ
な
青
少
年
育
成
活
動
へ
の
参

加
や
 
子
ど
も
の
社
会
活
動
へ
の
参

加
に
協
力
し
て
い
ま
す
 

ま
た
 
身
近
な
青
少
年
の
模
範
と

な
る
行
為
を
称
え
る
﹁
わ
か
ば
賞
﹂

の
推
薦
及
び
伝
達
も
行
c
て
い
ま

す
 ﹁

わ
か
ば
賞
﹂
は
 
平
素
見
落
と

さ
れ
が
ち
な
身
近
な
行
為
を
 
広
く

地
域
住
民
み
ん
な
で
認
め
 
称
え
合

う
地
域
の
賞
で
す
 
誰
で
も
口
頭
で

申
し
出
が
で
き
ま
す
の
で
 
皆
さ
ん

も
青
少
年
の
模
範
と
な
る
行
為
を
見

つ
け
た
ら
 
ぜ
ひ
お
近
く
の
青
少
年

相
談
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
教
育
委
員
会

☎
３８
ü
１
７
５
３

岡
山
県
青
少
年
相
談
員
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

岡
山
県
青
少
年
相
談
員
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

現
在
 
お
持
ち
の
高
齢
受
給

者
証
︵
７０
歳
以
上
の
人
の

み
︶
／
限
度
額
適
用
認
定
証

︵
申
請
し
た
人
の
み
︶
の
有
効

期
限
は
 
令
和
元
年
７
月
３１
日

で
す
 ︵
表
記
は
 
平
成
３１
年

７
月
３１
日
と
な
c
て
い
ま
す
︶

高
齢
受
給
者
証
は
 
自
動
更

新
で
す
 
前
年
の
所
得
を
も
と

に
 
窓
口
負
担
割
合
を
決
定
し

た
後
 
７
月
下
旬
に
新
し
い
期

限
︵
１
年
間
︶
の
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
 

限
度
額
適
用
認
定
証
は
 
申

請
に
よ
り
更
新
で
き
ま
す
 
認

定
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
 
７

月
下
旬
に
更
新
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
 
引
続
き
認
定
証

が
必
要
な
場
合
は
 
更
新
申
請

し
て
く
だ
さ
い
 ︵
新
規
の
人

は
 
必
要
と
な
c
た
時
点
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
︶

▼
限
度
額
適
用
認
定
証
更
新
申

請
に
必
要
な
書
類

・
お
持
ち
の
認
定
証

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
か
ん

※
①
 
③
の
場
合
 
次
の
書
類

も
お
持
ち
く
だ
さ
い
 

①
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
 
平

成
３０
年
８
月
１
日
以
降
に
 

９１
日
以
上
入
院
し
た
場
合

・
入
院
分
の
領
収
書
︵
９１
日
以

上
の
入
院
が
わ
か
る
書
類
︶

②
本
人
以
外
が
手
続
き
す
る
場

合
・
本
人
確
認
書
類
︵
免
許
証
等
︶

③
本
人
と
世
帯
が
異
な
る
人
が

手
続
き
す
る
場
合

・
本
人
と
の
関
係
が
確
認
で
き

る
書
類
 
ま
た
は
委
任
状

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

☎
３８
ü
３
１
１
５

勝
央
町
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て
　

勝
央
町
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て
　

町
で
は
 
﹁
縁
起
の
良
い
勝
利
の

町
・
勝
央
町
﹂
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
﹁
勝
ブ
ラ
ン
ド
﹂

事
業
を
推
進
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
し
て
い
ま
す
 
都
会
か
ら
の
Ｕ

タ
ü
ン
・
Ｉ
タ
ü
ン
を
考
え
て
い
る
ご

家
族
や
ご
友
人
な
ど
が
い
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
 

▼
募
集
内
容

担
当
業
務：

勝
ブ
ラ
ン
ド
事
業
に
関

す
る
業
務

▼
担
当
地
域

町
全
域

※
募
集
要
件
等
 
詳
し
く
は
勝
央
町
移

住
定
住
支
援
特
設
サ
イ
ト
ホ
ü
ム

ペ
ü
ジ
︵h

ttp
://te

iju
.to

w
n
.sh

o
o
.

lg
.jp

/
e
v
e
n
t/

1
4
7

︶
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
中
！

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
中
！

平
成
３０
年
７
月
に
﹁
健
康
増
進
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹂
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
 
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
 
施
設
や
場
所
ご
と
に
禁
煙

な
ど
の
必
要
な
措
置
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
 

特
に
学
校
 
病
院
 
児
童
福
祉
施
設
 

行
政
機
関
の
庁
舎
な
ど
に
は
 
７
月
１

日
か
ら
敷
地
内
禁
煙
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
 

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た

め
 
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
 

▼
敷
地
内
禁
煙
と
な
る
町
の
施
設

・
勝
央
町
役
場
本
庁
舎

・
勝
央
町
公
民
館

・
勝
央
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ü

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

７
月
１
日
か
ら
勝
央
町
役
場
は

敷
地
内
禁
煙
に
な
り
ま
す

７
月
１
日
か
ら
勝
央
町
役
場
は

敷
地
内
禁
煙
に
な
り
ま
す

青
少
年
相
談
員
は
身
近
で
気
軽

に
相
談
で
き
る
地
域
の
お
じ
さ

ん
 
お
ば
さ
ん
で
す
 

悩
み
事
や
困
c
た
こ
と
が
あ
れ

ば
 
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
 
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

心
配
ご
と　

　

相
談

日頃生活するうえで、困っているこ

とや気にかかっていることなどについ

て、ご相談をお受けします。

どんな問題でも、一人で抱えること

は苦しいものです。何か問題をお抱え

の人は、一人で悩まず、お気軽にご相

談ください。

相談は無料で、秘密は固くお守りし

ます。

▼
日
　
時

７
月
１１
日
︵
木
︶
１０
時
 
１５
時

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
２
階

▼
主
　
催

勝
央
町

▼
相
談
時
間

原
則
と
し
て
３０
分

▼
相
談
料

無
料

▼
相
談
内
容
　

︻
法
律
︼
※
要
予
約

︵
相
談
員：

弁
護
士
︶

藺

民
事
・
刑
事
な
ど
の
訴
訟

藺

相
続
・
土
地
売
買
な
ど
の
法
律
問
題

藺

人
的
な
ト
ラ
ブ
ル
・
家
庭
内
の
も
め
ご
と

な
ど

︻
人
権
︼

︵
相
談
員：

人
権
擁
護
委
員
︶

藺

不
当
に
人
権
を
侵
さ
れ
た
　
な
ど

︻
福
祉
︼

︵
相
談
員：
美
作
県
民
局
・
民
生
委
員
︶

藺

生
活
保
護
・
身
障
・
ひ
と
り
親
・
老
人
な

ど
の
福
祉
全
般

︻
行
政
︼

︵
相
談
担
当：

行
政
相
談
委
員
︶

藺

行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
と
相
談

藺

公
務
員
か
ら
の
不
当
な
取
り
扱
い
　
な
ど

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

?
☎
３８
ü
３
１
１
６

※
弁
護
士
へ
の
相
談
は
 
予
約
制
で
す
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
佐
桑
で

す
！
今
月
は
勝
央
町
で
行
わ
れ
た

古
く
か
ら
伝
わ
る
行
事
と
 
新
た

に
行
わ
れ
た
行
事
の
ご
紹
介
で

す
 １

つ
目
は
 
勝
央
町
と
美
作
市

に
ま
た
が
る
間
山
に
開
催
さ
れ

た
 ﹃
ヤ
セ
ゴ
ゼ
︵
痩
御
前
︶﹄
と

呼
ば
れ
る
伝
統
行
事
で
す
 
例
年
 

花
祭
り
の
時
期
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
 
薬
師
堂
の
周
り
を
仏
像
を
背

負
い
 
無
言
で
三
度
回
c
て
願
い

事
を
念
じ
る
と
叶
う
 
と
い
う
も

の
だ
そ
う
で
す
 
町
の
民
話
と
し

て
伝
わ
c
て
い
る
も
の
で
 
勝
央

町
民
話
を
語
る
会
﹁
ち
�
ん
ち
�

ん
こ
﹂
さ
ん
の
冊
子
を
片
手
に
 

地
元
の
方
に
教
わ
り
つ
つ
 
黙
々

と
お
堂
の
周
り
を
廻
ら
せ
て
い
た

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
 

問い合わせ先
勝央こころざしシェアスペース

☎20-1811地域おこし協力隊活動日誌

だ
き
ま
し
た
 

２
つ
目
は
 
植
月
中
と
平
地
区

で
守
り
神
と
し
て
祀
ら
れ
 
町
指

定
文
化
財
と
な
c
た
﹁
八は

c

臂ぴ

弁べ
ん

財ざ
い

天て
ん

﹂
を
記
念
し
た
 ﹃
柴さ

い

灯と
う

大お
お

護ご

摩ま

供く

﹄
と
呼
ば
れ
る
儀
礼
で
す
 

弁
財
天
像
す
ぐ
そ
ば
の
採
石
場
の

跡
地
に
 
大
掛
か
り
な
護
摩
木
や

藁
な
ど
が
積
み
上
げ
ら
れ
 
盛
大

に
炎
と
煙
が
上
が
る
壮
観
な
光
景

と
な
り
ま
し
た
 
火
渡
り
を
体
験

す
る
こ
と
も
で
き
 
私
も
願
い
を

込
め
合
掌
し
な
が
ら
 
熱
の
残
る

燃
え
が
ら
を
素
足
で
渡
り
ま
し

た
 
足
の
裏
に
残
る
ピ
リ
Ã
と
し

た
軽
い
痛
み
と
と
も
に
 
１
０
０

人
を
超
え
る
方
々
と
の
不
思
議
な

一
体
感
を
感
じ
る
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
 

～ファミリーサポートセンター研修会について～

「こども起業塾」を開催します!!
こども起業塾とは、社会教育の一環として小学３〜６年生を対象に

「仕事を通して人の役に立つ楽しさ」や「地域のことを学び、地元に愛着

を持つことの大切さ」を伝えることなどを目的として昨年度からスター

トした取り組みです。

今年は「１泊２日の合宿で地域資源を活用した商品開発」を行う第１

部と、１０月に開催される勝央町工業団地オープンファクトリーへの出店

を目指して「自分たちの商品がどうやったら売れるかを考え、実際に販

売を行い、売り上げた収益の使い道を考える」という第２部を企画して

います。

８月に開催する第１部と

９月〜１１月に開催する第２

部の両方、または片方だけ

を選んで受講することも可

能です。

詳細につきましては、今

月号の折り込みチラシをご

覧ください。 勝央町介護予防事業

めざせ！いきいき地域活動通信
Vol.25

年季の入ったスベスベの仏像

龍が昇っている姿にも見える圧巻の炎と煙

５月２３日（木）にファミリーサポートセンター研修会を行い、２０名の参加がありました。

今回は、認知症の病気・予防方法、認知症の方への関わり方について、寸劇を交えてお伝えしました。寸劇で

は、良い対応と悪い対応を行い、参加者からは「相手と同じ目線になり、話をしないといけない」「優しい口調で

話をすることが大切」などといった意見が出ていました。

認知症の人への関わり方で大切なことは、「相手の目線に立ち、納得していただくような話し方や声かけをする

こと」です。これからも認知症についての正しい理解を広めていきたいと思います。

問い合わせ先　勝央町地域包括支援センター　☎３８−３０２８

イベント情報

★７月２７日（土）

●ワンコインキッズこうさく

〜夏休み編〜

・消しゴムはんこづくり

消しゴムはんこでオリジナルグッ

ズをつくろう！

★８月５日（月）

●アイデアボックスづくり

ダンボール箱を使って収納ボック

スをつくろう

※詳細はFacebookをご覧ください。

★７月２４日・２５日　天神祭

勝央こころざしシェアスペース

にて休憩所・トイレとしてご利用い

ただけます。

お気軽にお立ち寄りください。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
装
置
設
置
の
ご
案
内

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
装
置
設
置
の
ご
案
内

勝
央
町
で
は
 
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

重
度
の
身
体
障
害
者
の
人
に
対
し
て
 
緊
急

時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
救
助
等
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
 
希
望
者
に
対
し
て
﹁
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
装
置
﹂
の
設
置
を
行
c
て
い
ま
す
 

▼
対
象
者

①
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者

②
外
出
困
難
な
重
度
の
身
体
障
害
者
︵
手
帳

２
級
以
上
の
人
︶
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

③
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

で
い
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ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod001.apsel.jp/lib.shoo/wopc/pc/pages/TopPage.jsp

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ
休 館 日：7／1〜19・22・29 休 館 日：7／1・8・15・22・25・29

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　7/3・10・17

7月21日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

7月21日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市ファーマーズ朝市

ホームページ　http://www.alis-nv.com
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「ダーウィンの『種の起源』

−はじめての進化論−」

（サビーナ・ラデヴァ 作・絵　福岡伸一 訳／

岩波書店）

なぜ生きものは環

境にあわせて、さま

ざまな見かけや性質

を身につけることが

できるのか。生命の

「なぜ」を説明した、

ダーウィンの有名な

「種の起源」を、美

しい絵と文章で、わ

かりやすく語りなおしてあります。子どもから大人

まで、誰もが楽しんで読める科学絵本です。

・「暮らしは今日も実験です

−子どもと暮らす。母さんの工夫６５−」

（本多さおり 著／大和書房）

・「あきない世傳金と銀　６　本流篇」

（高田郁 著／角川春樹事務所）

・「おしりたんてい

かいとうとねらわれたはなよめ」

（トロル 作・絵／ポプラ社）

・「ねこのずかん」

（大森裕子 作　今泉忠明 監修／白泉社）

◆夏休み読書感想文課題図書の貸出について

勝央図書館では、７月２日（火）〜８月３１日（土）

まで、小学生から高校生対象の読書感想文課題図書

の貸出を行います。貸出には次のルールがあります。

・貸出期間は１週間で、延長はできません。

・課題図書は１回につき１人１冊の貸出です。

・貸出中の本に予約可能ですが、なるべくお早めに

借りにお越しください。

児 童 書

一 般 書

【特別展示室】

・小企画３８

岡本綺堂没後８０年・岡本経一生誕１１０年

半七とホームズⅡ＜第２期＞

（７月２０日〜９月８日）

【展示室】

・コレクション展Vol．４１

郷土の画家シリーズ−緑陰の。−

（７月２０日〜９月８日）

○入場料：一　　　　　般 ２００円（１６０円）
高校生・大学生 １５０円（１２０円）
小・中 学 生 １００円（ ８０円）
小学生未満、65歳以上は無料。

※６５歳以上の人は年齢を証明するものの提示が必要。
（ ）内は１０人以上の団体料金。

【町民ギャラリー１】入場無料

・令和元年度勝央美術文学館夏期特別展

濱口瑛士の世界−少年画家の内なる宇宙−

（７月２０日〜９月８日）

【町民ギャラリー２】入場無料

・しょうおう考古展

−勝央の発掘見てみまshow! oh!−

（７月２０日〜８月１２日）

勝央美術文学

館夏期特別展と

して、濱口瑛士

の世界−少年画

家の内なる宇

宙−を開催しま

す。東京大学先

端科学技術研究

センターと日本

財団の共同プロジェクト「異才発掘プロジェクトＲ

ＯＣＫＥＴ」第１期スカラー候補生で、少年画家と

して活躍中の濱口瑛士さん。小さい頃から、言語感

覚に独特の感性を持ち、自分の内なる世界を卓越し

た繊細な描写感覚で、緻密かつ自由なドローイング

表現で作品を生み出し続けています。

現在、絵本の出版など幅広く活躍している濱口さ

んの小学生、中学生時代の作品から最新作まで２０点

あまりを一堂に展示紹介します。

初日（７月２０日）には、ギャラリートークとイ

ラストサイン会を開催します。詳細は、展覧会チラ

シ、美術文学館ホームページなどでご確認ください。

「encounter」EISHI HAMAGUCHI

《体験学習》
皆さんご存じの体験学習は、ご予約をいただければ

毎日行っております。団体さまはもちろんですが、家
族・友人等の少人数でも可能です。

暑い夏！アイスづくり体験・シャーベットづくり体
験はお勧めですよ！つくり方も簡単で楽しくつくって
美味しく食べる！いいと思いません？ぜひ、ご参加く
ださい。

【時間・料金】
・パンづくり体験

１０時３０分〜　　　１人 １，０８０円（税込）
・アイスづくり体験

１１時〜、１４時〜　１人 １，０８０円（税込）
・シャーベットづくり体験

１１時〜、１４時〜　２人 １，０８０円（税込）
・バターづくり体験

１１時〜、１４時〜　１人 １，０８０円（税込）

《森のロッジ》
こちらの宿泊施設

ロッジへ、宿泊してみ
ませんか？

家族・友人等はもち
ろんですが、５棟ある
ので子供会やクラブ活
動・会社関係等の団体
さまでも可能です。

夕食は、ロッジ内で
自炊も可能ですし、Ｂ
ＢＱ施設にてＢＢＱをすることも可能です。ＢＢＱは、
１人前１，５００円でお肉・野菜・ライスがセットの宿泊
者特別価格となっております。なんてお得なんでしょ
う！ぜひ、ご利用ください。

《ホーススクール》
〜乗馬教室のご案内〜

ここでは引馬乗馬の他にもたくさんの体験がござい
ます。その中の一つで乗馬教室があります。乗馬教室
とは、定期的に通っていただき馬に親しみ、乗馬技術
の向上を目指したりしています。現在は３０名前後の会
員さんがおり、半数がＪｒ会員というのも特徴です。
最近では、他クラブへ競技会に参加するつわもの会員
も出てきました。６月の競技会では忍者のコスプレで
会場を沸かしました。馬術の形にこだわらないのもこ
この乗馬教室の特徴です。また、定期的に淡路島など
の近隣クラブへの外乗トレッキングもしています。興
味がある方は、一度体験をしてみてください。

１回 ４，０００円　大人
１回 ３，０００円　子供　

※１回１時間程度のレッスンをします。
※乗馬教室への参加は「勝央町健康スポーツクラブ」

への入会が必要です。
【問い合わせ先】

琵琶湖忍者国際ホーススクール
３８−７５５８

梅雨の時期が終わり、本格的な夏の暑さが増してく
る時期になってきましたね。

今月中旬から夏休みが始まります。暑くて人間も動
物も体力を奪われてしまいますが、スタッフ一同皆さ
んが遊びに来るのをお待ちしています。遊びに来ると

きは暑さ対策はお忘れなく！
入口入ってすぐの花時計は、勝間田高校の生徒さん

が植え替えをしてくれています。
ぜひ、見に来てください。植え替えをしてくれた生

徒さん、ありがとうございました。
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勝央中学校生徒会だより勝央中学校生徒会だより

Kwynn JohnsonKwynn Johnson
ク イ ン ・ ジ ョ ン ソ ンク イ ン ・ ジ ョ ン ソ ン

ALT Letter

Anime and MangaAnime and MangaAnime and Manga
Hello everyone. This is Kwynn Johnson.  I have

been enjoying my time here in Japan and love
every day I get to teach the children more
English.
I came to Japan to experience more about the

country and its unique culture and history.
Anime and manga are very popular in
America, and it is the first way Americans,
including myself, get to see a little of Japan's
culture.  The first anime I saw as a child was
Pokemon.  
This summer my mother and younger brother

will come and visit me here in Japan and we
will travel to several different cities in Japan.
We will spend about a week and a half travel-
ing around Japan and seeing all the amazing
things we can. I am excited too and I hope to
visit historical places and museums to learn as
much as I can during our travels.
Lastly, here is a photo of myself and several of

my ALT friends from Golden Week.  Do you rec-
ognize the poses we are doing? I said anime
and manga were popular in America, but they
are also popular all around the world.  I hope
to share more from my travels and experiences
soon.

こんにちは。クイン・ジョン

ソンです。

日本に来て３ヵ月が経ちます

が、毎日とても楽しく過ごして

います。子どもたちに英語を教えることも大好きです。

日本では、この国のユニークな文化や歴史のことを

もっと知り、経験したいと思っています。特に、アニ

メやマンガはアメリカでもとても人気です。私もそう

でしたが、アメリカ人にとってアニメやマンガは日本

の文化を知る最初のきっかけになりました。ちなみに

私が最初に観たアニメは「ポケモン」でした。

この夏には母と弟が来日し、国内を旅行する予定で

す！１週間余りの滞在ですが、一緒にいろいろなこと

をしたいと思っています。歴史的な場所や美術館など、

弟たちとできるだけ多くの場所に行きたいと今からワ

クワクしています！

掲載している写真は、ＡＬＴとして来日している友

人たちと撮ったものです。皆さんはこのアニメのポー

ズ分かりますか。アニメとマンガはアメリカだけでな

く、世界中で人気なんですよ。

これからも私の体験したことなどを皆さんとシェア

していきたいと思っていますので、よろしくお願いし

ます。

※時間は変更になる場合があります。　※貸館によるイベントについては、主催者にお問い合わせください。

チケット販売・問い合わせ先

勝央町教育委員会教育振興部（勝央町公民館）　☎３８－１７５３

■開館15周年記念事業

三遊亭小遊三・林家たい平二人会

笑点でおなじみの両師匠による日本の話芸落語の高座です。抱腹絶倒間違いなし。ぜひご家族

連れでお聴きください。

【日　時】】 ９月２９日（日）１３：３０開場、１４：００開演

【入場料】】全席指定（ ）内は当日料金

Ａ席（１階） 3，000円（3，500円）

Ｂ席（２階） 2，000円（2，500円）

※前売りで完売した場合、当日券はありません。

【チケット販売開始日】

窓口販売開始日　６月３０日（日）午前８時３０分〜

電話予約開始日　７月９日（火）午前８時３０分〜

（窓口販売にて完売の場合、電話予約はありません）

※詳しくは広報紙6月号の折込みチラシをご覧ください。
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東京2020オリンピック聖火リレー

聖火ランナー募集
東京２０２０オリンピック聖火リレーは２０２０年３月２６

日に福島県を出発し、以降日本全国４７都道府県を回る

全国参加型のリレーです。

岡山内においては２０２０年５月２０日（水）〜２１日（木）

の２日間、聖火ランナーが県内を回ります。

募集期限

８月３１日（土）当日消印有効

応募方法

岡山県ホームページに掲載されている募集要項に従

い、勝央町教育委員会に郵送、メール、持参のいずれ

かの方法により応募してください。

・岡山県ホームページ

http://www.pref.okayama.jp/page/torchrelay.html

・勝央町メールアドレス

syakaikyouiku@town.shoo.okayama.jp

持参する人は午後５時１５分までに公民館にご持参く

ださい。

応募条件

平成２０年４月１日以前に生まれた人で、勝央町にゆ

かりのある人（現時点で所属している職場や学校があ

る、家族や親戚が居住している、過去に活動したこと

があるなど）

その他

応募に関する詳細は「東京２０２０オリンピック聖火リ

レー　岡山県実行委員会聖火ランナー募集要項」をご

確認ください。

問い合わせ先

勝央町教育委員会教育振興部

☎３８−１７５３
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勝央文化協会だより

■町社会福祉協議会へ
◇黒　土　國政　哲幸（亡父　一）

黒土平成会、黒土あけぼの会にも

◇曽　井　頼實　政夫（亡母　　子）

◇植月中　植月　浩貴（亡父　正彦）

◇　岡　　下山　佳人（亡父　禎造）
岡老人クラブ、岡ふれあいの会にも

◇植月東　佐古　昌史（亡父　秀夫）
植月東老人クラブ、特別養護老人ホームあ
かりにも

◇植月東　板倉　敏幸（亡父　芳雄）
特別養護老人ホーム南光荘にも

■町へ
◇津山市　立正佼成会津山教会

教会長　東　伸吉
一般寄付

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

国民年金保険料の免除（全額免除・一

部免除・法定免除）、納付猶予、学制

納付特例の承認を受けられた期間があ

る場合、保険料を全額納めた方と比べ、

老齢基礎年金（６５歳から受けられる年

金）の受け取り額が少なくなります。

将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除

等の承認を受けた期間の保険料については、１０年以内

であれば遡って納めること（追納）ができます。

ただし、免除などの承認を受けられた期間の翌年度

から起算して３年度目以降の追納の場合、当時の保険

料額に一定の加算額が上乗せされます。追納は古い月

のものから納付することとなります。

詳細・問い合わせ先

年金加入者ダイヤル（☎０５７０−００３−００４）

津山年金事務所（☎３１−２３６０）

勝央町役場税務住民部年金担当（☎３８−３１１６）

国民年金保険料の免除期間・

納付猶予期間がある人へ
国
民
年
金

だ
よ
り

部
会
紹
介

勝
央
音
頭
保
存
会

部
会
紹
介

勝
央
音
頭
保
存
会

2019.7月号 2019.7月号2019.7月号 28

童
を
対
象
に
 
各
５
組
の
親
子
限
定
で
開
催

し
ま
す
 

こ
の
企
画
は
 
ク
リ
ナ
Ã
プ
岡
山
工
場
か

ら
ご
相
談
い
た
だ
き
 
実
現
し
た
も
の
で
す
 

昨
年
度
の
参
加
者
か
ら
は
 ﹁
最
新
の
シ
ス

テ
ム
キ
Ã
チ
ン
で
調
理
で
き
て
嬉
し
い
﹂

﹁
貴
重
な
工
場
見
学
が
で
き
て
 
楽
し
か
c

た
﹂
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
 

勝
央
工
業
団
地
内
に
は
 
た
く
さ
ん
の
大

手
企
業
が
操
業
さ
れ
て
い
ま
す
 
今
後
は
 

他
の
企
業
と
も
共
同
企
画
が
で
き
 
自
分
た

ち
が
住
む
勝
央
町
に
は
 
誇
れ
る
企
業
や
工

場
が
あ
る
こ
と
を
知
c
て
い
た
だ
く
一
つ
の

き
c
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
 
そ
し
て
 
将
来
は
勝
央
工
業
団
地
で
働

き
た
い
 
働
か
せ
た
い
と
い
う
思
い
﹁
郷
土

愛
﹂
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
 

※
社
会
教
育
事
業
の
ご
紹
介
を
す
る
コ
ü

ナ
ü
で
す
 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
班
で
は
 
皆
様
に

生
涯
を
笑
顔
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ

う
 
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
企
画
し
 
運
営
し

て
い
ま
す
 

今
回
は
 
ク
リ
ナ
Ã
プ
岡
山
工
場
共
同
企

画
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
 

昨
年
度
 
勝
央
工
業
団
地
内
の
企
業
と
初

め
て
の
共
同
企
画
と
し
て
 
ク
リ
ナ
Ã
プ
岡

山
工
場
共
同
企
画
﹁
夏
休
み
親
子
de
料
理
教

室
＆
も
の
づ
く
り
工
場
見
学
﹂
を
開
催
し
ま

し
た
 
好
評
に
つ
き
 
今
年
度
も
引
き
続
き

開
催
し
ま
す
 

ク
リ
ナ
Ã
プ
岡
山
工
場
に
は
シ
ç
ü
ル
ü

ム
が
あ
り
 
シ
ス
テ
ム
キ
Ã
チ
ン
な
ど
の
商

品
を
実
際
に
見
る
だ
け
で
な
く
 
調
理
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
 
美
作
市
で
料
理
教
室

を
主
宰
さ
れ
て
い
る
澤
谷
洋
子
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
親
子
で
料
理
を
作
c
て

食
し
ま
す
 
ま
た
 
通
常
は
一
般
の
方
の
受

入
れ
は
し
て
い
な
い
工
場
見
学
で
す
が
 
こ

の
企
画
で
は
特
別
に
岡
山
工
場
と
津
山
工
場

で
 
も
の
づ
く
り
見
学
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
 

今
年
度
は
 
８
月
７
日
︵
水
︶
は
勝
央
北
小

学
校
児
童
 
２１
日
︵
水
︶
は
勝
間
田
小
学
校
児

笑
顔
の
仕
掛
人
④

『
ク
リ
ナ
ッ
プ
岡
山
工
場
共
同
企
画
』

工場見学の前に説明を聞きます

逹達

♥
チ
ã
ü
ミ
ン
グ
ハ
ü
ト

勝
央
中
学
校
ダ
ン
ス
同
好
会
と
し
て

全
国
大
会
進
出
♥

全
国
中
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権

大
会
中
国
四
国
地
区
大
会
に
お
い
て
 

H
ip
-h

o
p

女
子s

m
a
ll

部
門
で
優
勝
し
 

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
見
事
に
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
 

ス
ポ
ü
ツ
ク
ラ
ブ
で
親
子
ダ
ン
ス
を

立
ち
上
げ
た
の
は
 
今
か
ら
８
年
前
の

こ
と
 
立
ち
上
げ
当
初
の
夢
だ
c
た
全

国
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
と
い
う
夢

を
叶
え
た
彼
女
た
ち
 
客
席
に
向
か
c

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ü
ツ
ク
ラ
ブ

☎
３８
ü
７
１
２
３

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

s://w
w

w
.

sh
o
o
-sp

o
rts-

c
lu
b
.c
o
m

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」
だ
よ
り

勝
央
俳
句
会
六
月
例
会
作
品
抄

鄙ひ
な

び
た
る
赤
字
路
線
に
青
田
波

河
野
　
榮
子

断
捨
離
や
空
間
広
し
五
月
晴
れ

赤
堀
千
恵
子

白
鷺
の
付
き
ま
と
い
た
り
春
田
打

万
代
　
祐
三

硝
子
戸
に
腹
見
せ
泣
き
し
雨
蛙

小
林
　
薫
女

雨
蛙
窓
し
が
み
つ
き
風
呂
覗
く

高
田
　
桂
子

雨
蛙
止
ま
り
し
幹
に
染
ま
り
を
り

長
船
　
修
治

雨
蛙
葉
陰
に
番
し
き
り
泣
く

浜
田
と
よ
子

表
札
の
字
の
薄
れ
し
や
夕
薄
暑

古
和
　
弘
子

暗
雲
に
反
応
は
や
し
雨
蛙

宮
野
　
潤
子

空
仰
ぎ
何
を
思
う
や
雨
蛙

香
本
　
芳
正

雨
蛙
の
ど
ふ
る
わ
せ
て
靴
の
上

浅
田
　
静
香

我
が
家
に
梅
と
い
う
字
の
母
の
筆

大
谷
　
康
彦

昭
和
６１
年
に
発
足
し
 
今
年
で
３４
年
目
を
迎
え

た
勝
央
音
頭
保
存
会
 
現
在
７２
名
の
会
員
で
活
動

さ
れ
 
勝
央
町
の
文
化
・
伝
統
の
継
承
者
と
し
て

毎
月
練
習
を
重
ね
て
い
る
そ
う
で
す
 

毎
年
 
勝
間
田
天
神
祭
・
街
道
祭
・
金
時
祭
・

文
化
祭
な
ど
に
参
加
さ
れ
 
今
年
度
は
１２
町
村
フ
§
ス
テ
£
バ
ル
に
も
参

加
予
定
と
い
う
こ
と
で
す
 ﹁
一
人
で
も
多
く
の
方
と
勝
央
町
の
踊
り
を

踊
り
た
い
 
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
遠
慮
な
く
踊
り
の
輪

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
皆
さ
ん
の
声
 

四
つ
拍
子
は
 
男
性
の
唄
い
手
・
太
鼓
の
子
供
た
ち
も
増
え
 
金
時
祭

に
向
け
て
皆
さ
ん
に
唄
と
太
鼓
と
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

練
習
を
重
ね
て
い
か
れ
る
そ
う
で
す
 

町
内
の
保
育
園
 
小
・
中
学
校
 
会
社
な
ど
で
も
勝
央
町
の
踊
り
の
継

承
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
 ﹁
要
請
が
あ
れ
ば
出
張
講
習
も
随
時
受

け
ま
す
よ
﹂
と
皆
さ
ん
が
熱
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
 

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
踊
c
て
み
ま
せ
ん
か
？

︵
勝
央
町
文
化
協
会
副
会
長
　
木
村
真
須
美
 
企
画
委
員
　
河
上
理
枝
︶

Vol.15

て
賞
状
を
見
せ
る
彼
女
た
ち
の
目
に

は
 
大
粒
の
涙
が
溢
れ
て
い
て
い
ま
し

た
 全

国
大
会
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
 

今
年
も
自
然
体
験
や
る
よ
 

昨
年
同
様
 
今
年
も
自
然
体
験
教
室

を
開
催
し
ま
す
 

教
室
で
は
 
棒
パ
ン
づ
く
り
や
ヤ
マ

メ
の
つ
か
み
取
り
の
他
 
ぶ
ど
う
狩
り

な
ど
も
行
い
ま
す
 
ま
た
 
キ
ã
ン
プ

フ
¡
イ
ヤ
ü
＆
花
火
 
乗
馬
レ
Ã
ス
ン

も
体
験
で
き
ま
す
 

▼
開
催
日
時

８
月
２４
日
︵
土
︶
９
時
 ２５

日
︵
日
︶
１２
時

▼
対
象
者

小
学
生
３
年
生
 
６
年
生

▼
募
集
人
数

３０
人



子育ての

ヒント
第208号

未来 ち主役の
た

サ

あ
と
が
き

ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
交
流
を
実
施

勝
間
田
高
校

勝
間
田
高
校
で
は
 

日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
地
域
貢
献

活
動
と
し
て
 
今
年
も

勝
央
北
小
学
校
と
の
花

植
え
交
流
会
や
ノ
ü
ス

ヴ
£
レ
Ã
ジ
の
花
時
計

の
植
栽
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
 
６
月
３
日

は
 
グ
リ
ü
ン
環
境
科

２
年
生
が
勝
間
田
小
学

校
１
年
生
と
サ
ツ
マ
イ

モ
の
栽
培
交
流
を
行
い

ま
し
た
 
こ
の
交
流
会

は
１０
年
以
上
も
続
い
て

苗の植え付けのようす

り
鶴
﹂
を
供
え
な
が
ら
 
永

遠
の
平
和
を
誓
い
ま
し
た
 

２
日
目
の
宮
島
で
も
 
世

界
遺
産
で
あ
る
厳
島
神
社
等

を
見
学
し
 
歴
史
の
雄
大
さ

な
ど
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
 

そ
の
他
に
も
 
平
和
記
念

資
料
館
の
見
学
や
も
み
じ
饅

頭
作
り
体
験
 
水
族
館
の
見

学
等
も
行
い
 
６
年
生
に

と
c
て
思
い
出
に
残
る
有
意

義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
 

今
回
の
学
び
は
 
フ
リ
ü

参
観
日
の
﹁
人
権
・
平
和
集

会
﹂
で
 
全
校
児
童
や
保
護

者
に
し
c
か
り
と
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
 

叱
しっ

咤
た

激励より「体験」
国立青少年教育振興機構は、子どもた
ちが自立した生活を営む上で必要な「生
活スキル」を分類し、体験活動や保護者
の意識との関係の分析調査しました。
その結果、「もっとがんばりなさい！」
より、保護者と趣味を一緒に楽しむなど
の経験をさせるほど、出会った人にあい
さつや礼儀・マナーの力、トラブルへの
対処等課題解決力がより身につくという
傾向がみられました。
自然体験やお手伝い、読書をすること
が多い子どもほど、生活スキルが高い。
「ふだんから山や森、川や海など、自
然の中で遊ぶ」体験が多い子どもほど、
健康管理スキルが高い。
お手伝いの頻度が高い子どもほどコ
ミュニケーションスキルが高い。
また、マンガや雑誌以外の本を読むこ
とが「よくある」と答えている子どもほ
ど、課題解決スキルが高い。
保護者が「自分の体験」を話す等、子
どもの体験に積極的に関わり、「学校の
ない日でも早寝早起き」「一日三食きち
んと食事」など「生活指導」的な関わり
をしているほど、その子どもの生活スキ
ルが高い傾向が見られます。

（教育委員会）

や
り
方
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
で

描
き
 
小
学
生
に
も
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
説
明
し
ま
し

た
 
ま
た
 
少
し
で
も
サ
ツ

マ
イ
モ
の
こ
と
を
知
c
て
も

ら
お
う
と
 
ク
イ
ズ
を
作
c

て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
特
性
を
説

明
し
ま
し
た
が
 
解
説
の
た

び
に
﹁
エ
ü
Ã
本
当
に
﹂
な

ど
と
か
わ
い
い
歓
声
が
上

が
c
て
い
ま
し
た
 
収
穫
は

１１
月
初
旬
の
予
定
で
す
 
小

学
生
の
皆
さ
ん
 
楽
し
み
に

待
c
て
い
て
く
だ
さ
い
 

▼
紙
面
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
 
６
月

定
例
議
会
が
行
わ
れ
 
町
長
の
行
政
報
告

や
町
議
会
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
 
議
会
中
継
は
イ
ン
タ
ü
ネ
Ã

ト
上
で
ラ
イ
ブ
配
信
も
さ
れ
て
い
ま
す
 

町
が
今
 
力
を
入
れ
て
い
て
い
る
政
策
や

目
指
し
て
い
る
方
向
性
が
分
か
り
ま
す
 

若
い
世
代
の
人
た
ち
に
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
 

▼
ま
た
 
今
月
は
参
議
院
議
員
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
 
選
挙
権
は
私
た
ち
が

持
つ
大
切
な
権
利
で
す
 

﹁
景
気
を
よ
く
し
て
ほ
し
い
﹂
と
か
 

﹁
平
和
な
街
に
﹂
と
訴
え
て
い
る
だ
け
で

は
 
世
の
中
は
変
わ
り
ま
せ
ん
 
選
挙
は

そ
う
し
た
私
た
ち
の
﹁
声
﹂
を
届
け
ら
れ

る
良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
 
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
 
一
票
を
投
じ
ま
し
�
う
 

ち
な
み
に
前
回
の
同
選
挙
時
の
岡
山
県

全
体
の
投
票
率
は
５０
・
８６
％
で
し
た
 

▼
今
回
は
政
治
の
話
題
と
な
り
ま
し
た

が
 
政
治
は
子
育
て
や
経
済
な
ど
 
私
た

ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
c

て
い
ま
す
 

﹁
自
分
事
﹂
と
し
て
少
し
で
も
興
味
を
持

つ
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
�

う
か
 

人　口１１，１１６人
（＋１０）

男　５，３５７人
女　５，７５９人

世帯数 ４，５７２世帯
（＋７）

※（ ）内は前月比

世帯数

と
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

30

い
る
恒
例
の
行
事
で
 
勝
間

田
高
校
の
農
場
に
小
学
生
を

招
待
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

を
植
え
ま
し
た
 
植
え
付
け

に
当
た
c
て
は
 
模
造
紙
に

学
旅
行
〜
ヒ
ロ
シ
マ
（
広
島
）
に
て

勝
間
田
小
学
校

修

平和セレモニーのようす

５
月
２４
日
 
２５
日
 
６
年

生
が
広
島
へ
修
学
旅
行
に
行

き
ま
し
た
 
両
日
と
も
汗
が

ふ
き
出
す
ほ
ど
の
と
て
も
よ

い
天
気
で
し
た
 

修
学
旅
行
の
主
な
目
的

は
 ﹁
①
戦
争
や
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
 
②
世
界
遺
産

な
ど
の
歴
史
を
学
習
す
る
 

③
集
団
行
動
を
身
に
つ
け

る
 ﹂
の
３
つ
で
し
た
 

１
日
目
の
広
島
の
平
和
公

園
で
は
 
被
爆
体
験
者
の
講

話
を
聞
い
た
後
 ﹁
原
爆
の

子
の
像
﹂
の
前
で
の
平
和
セ

レ
モ
ニ
ü
を
行
い
 
全
校
で

作
c
た
４
０
０
０
羽
の
﹁
折

ゆ


